
　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0001

A201300815

2013-3917

2013/12/16

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○当該製品の基板は中央部で折
れ曲がり、原形をとどめておらず、電源部付近
に著しい焼損が認められ、コンデンサー等の部
品の脱落及び焼失が認められた。○発熱部背面
下部に著しい焼損が認められ、背面の樹脂に焼
損が認められたが、上部に樹脂の残存が認めら
れた。○発熱部の内部配線に複数の断線が認め
られたが、断線部に溶融痕は認められなかった
。○電源コードの芯線に露出が認められたが、
芯線に短絡及び溶融は認められなかった。●当
該製品は焼損が著しく、コンデンサー等の確認
できない部品があることから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/02/24)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

エスケイジャパン（株）

ＳＫＪ－８２３ＡＲＳ

( 火災 )

A201400047

2014-0300

2014/03/29

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を他社製の充電機能付製品に
接続して充電中、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は外郭が著しく焼損
していた。○内蔵リチウムイオン電池の負極及
び正極に用いられている金属（Ｃｕ、Ａｌ）が
再凝固した痕跡が多数認められた。○バッテリ
ー保護回路、基板、ケーブルのコネクター等に
は電気的不良の痕跡は認められなかった。●当
該製品のリチウムイオン電池に異常発熱した痕
跡が認められたが、外郭の焼損が著しいため、
外部からの延焼により焼損した可能性も考えら
れることから、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2014/04/24)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ＭＤ２９９Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201400846

2014-2898

2015/01/19

(事故発生地)

奈良県

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
死亡した。現場に当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品は、後方下部のキャ
スターが溶融するなど後部の焼損が大きく、前
方に行くに従い上方向へ焼けが進んでいた。○
電源コードは焼損しておらず、断線や溶融痕な
どの出火の痕跡は認められなかった。○ヒータ
ーにさびや破裂などの異常は認められなかった
。○電源スイッチの接点の一つ、タイマーへの
短い配線等、一部確認できない電気部品があっ
たが、確認できた内部配線や部品に断線や溶融
痕など発火の痕跡は認められなかった。●当該
製品の残存する電気部品には出火した痕跡は認
められなかったが、焼損が著しく、確認できな
い部品があったことから、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/03/16)電気ストーブ（オイルヒ
ーター）

（株）山善

Ｈ－１２０８Ｔ

( 火災  死亡  CO中毒 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0002

A201500031

2015-0085

2015/03/23

(事故発生地)

奈良県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○毛布本体は大部分が焼失して
いるが、残存するヒーター線に出火の痕跡は認
められなかった。○毛布本体とコントローラー
の接続箇所のコネクターに出火の痕跡は認めら
れなかった。○コントローラーの電源コード接
続部や基板に出火の痕跡は認められなかった。
○コントローラー内の温度ヒューズは溶断して
いた。○コントローラーのスイッチは「切」の
位置であった。○電源コードは２か所断線して
おり、断線部には溶融痕が認められた。●当該
製品は、残存する電気部品には電源コードの断
線部以外に出火の痕跡は認められなかったが、
毛布本体の大部分が焼失していることから、製
品起因か否かを含め、事故原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/04/10)電気毛布（敷毛布）

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＤＢ－Ｕ７Ｓ

( 火災 )

A201500082

2015-0212

2015/03/21

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。（20150081と同一事故）

　調査の結果、○当該製品は焼損が著しく、鋼
板製の本体外郭部は焼け残っていたが、本体内
部のメイン基板（電源と制御基板）及びセンサ
ー基板（受光部）は焼失していた。○１００Ｖ
系回路で確認できた部品は、電源トランスとト
ライアックのみで、電流ヒューズ、雑音防止用
のコンデンサー、バリスタ等は確認できなかっ
た。また、レギュレータやハイブリッドＩＣは
残存しており、いずれにも出火の痕跡は認めら
れなかった。○端子台の樹脂部は、焼失してい
たが、屋内配線との接続部に溶融痕等の異常は
認められなかった。●当該製品は、残存する電
気部品に出火の痕跡は認められなかったが、焼
損が著しく確認できない部品があったことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/04/30)リモコンアダプタ（照明
器具用）

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＨＫ９３５６

( 火災 )

A201500246

2015-0808

2015/03/17

(事故発生地)

群馬県

　飲食店で当該製品を使用中、建物２棟
を全焼する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、金
属部を残してほぼ焼失していた。○電源コード
及び内部配線に溶融痕等の異常は認められなか
った。○電源基板及び基板上の部品に出火の痕
跡は認められなかった。○電源基板と加熱コイ
ルのリード線接続部の素線がカシメ接続部付近
で断線し、断線部に溶融痕が認められた。○断
線していたカシメ部は、製造基準値を下回って
いた。○電源基板と加熱コイルのリード線接続
部からの出火を想定した再現実験の結果、出火
に至ることはなかった。●当該製品の電源基板
と加熱コイルを接続するリード線の接続部が、
カシメ不良により異常発熱し出火に至った可能
性が考えられるが、焼損が著しいため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/07/14)電気炊飯器

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＳＲ－ＴＧ１８Ｅ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0003

A201500268

2015-0855

2015/07/07

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、外
郭は原形をとどめていない状態であった。○電
源基板、操作基板以外のＤＣ基板、モーター、
プラズマユニット、電気配線、電源コード等の
電気部品に出火の痕跡は認められなかった。○
操作基板（ＤＣ５．０Ｖ）は焼損が著しく、一
部の部品は回収されなかった。●当該製品の残
存する電気部品に出火の痕跡は認められなかっ
たが、焼損が著しく、確認できない部品があっ
たことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/07/22)空気清浄機

シャープ（株）

ＫＣ－Ｂ４０－Ｗ

( 火災 )

A201500328

2015-1066

2015/07/29

(事故発生地)

岡山県

　社員寮で当該製品を含む２台の電気炊
飯器をコンセントに接続して使用中、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
た。（A201500327と同一事故）

　調査の結果、○当該製品を含め、２台の電気
炊飯器が木製ラックの天板に並べて置かれてお
り、事故発生当時は２台とも保温状態であった
。○当該製品及びもう１台の電気炊飯器の焼損
は著しく、原形をとどめていない状況であった
。○当該製品の操作基板は残存しており、出火
の痕跡は認められなかった。○当該製品のヒー
ター線に異常発熱の痕跡は認められなかった。
○電源プラグの栓刃はコンセントに差し込まれ
た状態であり、溶融等の異常は認められなかっ
た。○電源コードが断線し、断線部に溶融痕が
認められたが、一次痕か二次痕か特定できなか
った。また、電源コードの一部が確認できなか
った。●当該製品本体の電気部品に出火の痕跡
が認められないことから、外部からの延焼によ
り焼損した可能性が考えられるが、電源コード
の一部が確認できないため、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/08/19)電気炊飯器

タイガー魔法瓶（株）

ＪＢＨ－Ａ１８０型

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0004

A201500358

2015-1235

2015/07/17

(事故発生地)

東京都

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○外郭の樹脂部品は溶融、焼失
し、背面側の本体組立て用樹脂も下側は著しい
焼失が認められた。○本体前方の右下に取付け
されている高圧電源部は、左側の焼損が著しい
が、基板からの出火の痕跡、部品の破壊等は認
められなかった。○高圧電源部の左隣に設置さ
れていた集塵ユニットは回収されておらず、確
認できなかった。○制御基板、電源コード、室
外機との渡り配線、ファンモーター、換気ファ
ン（シロッコファン）等のその他の電気部品に
出火の痕跡は認められなかった。●当該製品の
残存する電気部品に出火した痕跡は認められな
かったが、焼損が著しく、確認できない部品が
あったことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/08/31)エアコン

東芝キヤリア（株）（現　
東芝ライフスタイル（株）
）

ＲＡＳ－４０５ＥＤＲ

( 火災 )

A201500360

2015-1236

2015/08/15

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品外観に溶融、焼損が
認められ、内部の電装部が著しく焼損していた
。○ファンモーターの電源端子の一方が焼失し
、電源を供給する配線に溶融痕が認められた。
○その他の電気部品に出火の痕跡は認められな
かった。○当該製品は約４年前に業者によりエ
アコンクリーニングが実施されていた。●当該
製品は、ファンモーターの電源用コネクター端
子間でトラッキング現象が生じたことにより、
製品内部から出火したものと考えられるが、焼
損が著しく、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/09/01)エアコン

シャープ（株）

ＡＹ－Ｍ４５ＳＸ

( 火災 )

A201500389

2015-1408

2015/08/17

(事故発生地)

大阪府

　当該製品に電気製品を接続していたと
ころ、当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、○当該製品のキャビネット部分
はほとんど焼損していた。○コンセント部分は
洗面台の中に落ちて残存しており、コンセント
にはヘアドライヤー（１２００Ｗ）が接続され
ていた。また、コンセントには「１０００Ｗま
で」の表示がされていた。○当該製品の電源コ
ードは途中で断線しており、断線部には溶融痕
が認められるが、一次痕か二次痕か特定できな
かった。○その他の電気部品（コンセント、照
明スイッチ）に短絡や溶融痕など発火の痕跡は
認められなかった。●当該製品は、電源コード
の断線部分に溶融痕が認められることから、電
源コードから出火した可能性が考えられるが、
電源コードが断線した原因は不明であり、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/09/11)コンセント付洗面化粧台

（株）ＩＮＡＸ（現　（株
）ＬＩＸＩＬ）

ＭＦＮ－６０１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0005

A201500397

2015-1469

2015/08/30

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○事故発生時、当該製品にオー
ブンレンジ（１３８０Ｗ）を接続して使用して
おり、当該製品のタップ部の上にはモップが置
かれた状態であった。○当該製品は、オーブン
レンジの電源プラグが接続されたタップ部から
電源コードにかけて焼損しており、タップ部及
び接続していたオーブンレンジの電源プラグの
外郭に焼損した繊維状の付着物が認められた。
○焼損していたコードプロテクター内部の電源
コードは、芯線がほぼ中央部で断線し、溶融痕
が認められた。○電源コードは、コードプロテ
クター部先端から曲がった状態で焼損していた
が、コード芯線断線部にキンクは認められなか
った。○オーブンレンジの電源プラグ栓刃を接
続していたタップの片側の刃受けに開きが認め
られ、刃受金具に変色が認められた。●当該製
品は、コードプロテクター内部のコード芯線が
短絡し、焼損に至ったものと推定されるが、詳
細な使用状況が不明なことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/09/17)延長コード

（株）オーム電機

ＨＳ－ＴＤ０３３Ｗ

( 火災 )

A201500416

2015-1527

2015/09/15

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品のドアを開けたところ、当該
製品が倒れてきたため起こした際、手伝
った家人がドアに指を挟み、重傷を負っ
た。

　調査の結果、○使用者は当該製品を現在も使
用中であるが、使用者の協力が得られず、詳細
な使用状況や当該製品の調査はできず、当該製
品の冷蔵室ドアにどのように指を挟んだのかも
確認できなかった。○当該製品は冷蔵室ドアの
開閉状況に異常はなく、当該製品を設置した使
用者宅の床に傾きや穴、腐食などは認められな
かった。○当該製品の冷蔵室ドアの左側内ポケ
ットには５００ｍｌペットボトルが３本、右側
内ポケットには１．５Ｌペットボトルが１本と
１Ｌ程度の容器が１個入っていた。○当該製品
の調整脚のねじ調整が効かなくなっており、使
用者によってステー（調整脚の支持部）のねじ
穴の上下にナットが追加され調整脚が固定され
ていた。○当該製品の調整脚を取り付けるステ
ーに反りが認められた。○同等品の転倒角は前
方（使用者の側）２０度であり、前方に転倒さ
せるためには開いた冷蔵室ドアに重力方向に
４０ｋｇｆ以上の力が必要であった。●当該製
品の冷蔵室ドアを開けた際に力がかかったこと
で、当該製品が前方に傾き事故に至ったものと
考えられるが、使用者の協力が得られなかった
ため、事故発生時の状況が確認できず、当該製
品の詳細も確認できなかったことから、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/09/28)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－Ｆ４５０Ｒ－Ｃ

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0006

A201500436

2015-1612

2015/09/26

(事故発生地)

高知県

　宿泊施設で当該製品を使用中、当該製
品及び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、樹
脂部品が焼失し、モーター等の電気部品の大部
分が確認できなかった。○当該製品内部の電源
端子板と電源コードの接続部に溶断が認められ
た。○電源コードは、２か所で切断され、切断
部分が途中接続されていたが、接続部に出火の
痕跡は認められなかった。○当該製品は、常時
冷房運転中であり、事故発生の１年前に販売店
によるエアコン洗浄を実施されていた。●当該
製品の焼損は著しく、確認できない部品があっ
たことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/10/13)エアコン

ダイキン工業（株）

Ｆ５０ＬＴＥＰ－Ｗ

( 火災 )

A201500441

2015-1629

2015/09/28

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は雑居ビルの屋外階
段下に設置されていたが、前面（扉）に変色は
認められず、底部の板金にさび、じんあい等は
認められなかった。○当該製品は、背面下部の
焼損が著しかった。○当該製品の電源コードは
本体ブッシュ付近（製品内部及び外部）で断線
し、確認できない部分があった。○電源コード
の電源プラグに異常は認められなかった。○電
源コードの外装が残存していた部分にネズミに
よる咬み痕等の損傷は認められなかった。○他
の電気部品（圧縮機、ＰＴＣサーミスター、フ
ァンモーター、霜取りヒーター、及び制御基板
）に出火の痕跡は認められなかった。●当該製
品内部の電気部品に出火の痕跡は認められなか
ったが、電源コードの一部が確認できないこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/10/15)電気冷蔵庫

三菱電機（株）

ＭＲ－Ｈ２６Ｍ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0007

A201500453

2015-1661

2015/10/11

(事故発生地)

秋田県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○事故発生時、当該製品は使用
されていなかったが、事故発生以前に使用する
とエラー表示が出て動作しなかった。○当該製
品は外郭のビスが外れ、前面パネルをこじ開け
ようとした痕跡があり、外郭に隙間が生じてい
た。○当該製品は、底板の中央部に穴が空き、
コンプレッサーの脚部が腐食していた。○制御
基板の一部は焼失し、制御基板の接続端子に溶
融痕が認められた。○制御基板以外の電気部品
に出火の痕跡は認められなかった。●当該製品
の制御基板から出火したものと推定されるが、
制御基板の一部が焼失したため出火原因は不明
であり、外郭パネルに隙間が生じた状態で放置
されていたことも事故発生に影響した可能性が
あることから、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/10/23)エアコン（室外機）

シャープ（株）

ＡＵ－Ｈ２８ＦＸＹ

( 火災 )

A201500485

2015-1760

2015/10/26

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○使用者は当該製品のハードデ
ィスクからＤＶＤへのダビング作業を設定して
外出した。○メイン基板に焼損が認められ、部
品の脱落及び銅箔の露出が認められたが、基板
に亀裂は認められなかった。○電源基板に焼損
が認められ、インレットの焼失が認められ、電
源基板に破損、はんだ面の銅箔に露出が認めら
れた。○電源コードは焼損、断線し、電源プラ
グは壁面のコンセントに差し込まれた３口マル
チタップに差し込まれた状態で残存が認められ
たが、マルチタップ及び電源プラグに出火の痕
跡は認められなかった。○断線した電源コード
は確認できなかった。○当該製品の下に置かれ
ていた他社製ＤＶＤレコーダーに出火の痕跡は
認められなかった。●当該製品の残存する電気
部品に出火の痕跡は認められなかったが、焼損
が著しく、確認できない部品があったことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/11/09)ブルーレイレコーダー

ソニーイーエムシーエス（
株）

ＢＤＺ－ＥＷ１０００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0008

A201500517

2015-1866

2015/09/28

(事故発生地)

群馬県

　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品は農産物直売所の張
り出し屋根の下（雨風の当たる場所）に設置さ
れており、事故発生当時は使用されていなかっ
た。○当該製品の焼損は著しく、外郭及び内部
の樹脂部品は焼失していた。○モーターリード
線に溶融痕が認められたが、一次痕か二次痕か
特定には至らなかった。○コンデンサー及び電
源コードの一部が確認できなかった。○洗濯モ
ーター及び脱水モーターに出火の痕跡は認めら
れなかった。○その他の電気部品に出火の痕跡
は認められなかった。●当該製品の焼損は著し
く、確認できない部品があったことから、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/11/20)電気洗濯機

シャープ（株）

ＥＳ－３７０

( 火災 )

A201500519

2015-1892

2015/11/15

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品の電源コ
ード部及び周辺を焼損する火災が発生し
た。

　調査の結果、○当該製品は、本体側電源コー
ドプロテクターに亀裂、屈曲及びねじれが認め
られ、プロテクター端部で電源コードの断線が
認められた。○電源コード断線部の芯線に溶融
痕が認められた。○電源プラグのコードプロテ
クター端部に屈曲が認められた。○当該製品の
外郭及び内部に出火の痕跡は認められなかった
。○当該製品は取っ手を有した持ち運び可能な
製品で、本体を持ち上げると、電源コードは本
体側コードプロテクター部分に変形（屈曲及び
ねじれ）を生じることが認められた。●当該製
品の電源コードの本体側コードプロテクターが
ねじれたことで、コード芯線が断線し、スパー
クが発生したものと推定されるが、使用に伴う
引っ張りや屈曲に加え、コードプロテクター形
状の要因も影響しているものか、断線した原因
は不明であり、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/11/24)除湿乾燥機

松下エコシステムズ（株）
（現　パナソニック　エコ
システムズ（株））

Ｆ－ＹＺＡ１００

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0009

A201500520

2015-1893

2015/11/04

(事故発生地)

鳥取県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の本体から出火の痕
跡は認められなかった。○当該製品のＡＣアダ
プターは、本体内部の基板及び電気部品から出
火の痕跡は認められなかった。○ＡＣコードと
ＡＣアダプター本体との接続部の接続ピンが機
械的に破断し、破断部に溶融痕が認められた。
また、接続ピンの破断部周辺の樹脂製絶縁物が
焼失していた。○ＡＣアダプターから当該製品
本体に接続されるＤＣコードは、焼損し芯線が
露出しているものの、溶融痕等の出火の痕跡は
認められなかった。●当該製品のＡＣアダプタ
ーのＡＣコード接続部において、接続ピンが破
断し、スパークが発生したため、出火に至った
ものと推定されるが、接続ピンが破断した原因
が不明であり、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/11/24)パソコン

（株）東芝

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｓａｔ
ｅｌｌｉｔｅ　Ｊ
８０　２４０Ｅ／Ｗ

( 火災 )

A201500524

2015-1895

2015/10/02

(事故発生地)

千葉県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、○事故発生時、当該製品に接続
したＵＳＢケーブル（付属品）の先端にあるマ
イクロＵＳＢコネクターは、何も接続していな
い状態で焼損、溶融していた。○マイクロＵＳ
Ｂコネクターは、コネクター内部の電源端子に
緑青が認められ、金属シェル内側で粒状の付着
物が認められた。○マイクロＵＳＢコネクター
の金属シェル、端子に変形は認められなかった
。○ＡＣアダプター本体、ＵＳＢケーブルに異
常は認められなかった。○マイクロＵＳＢコネ
クターの電源端子及び端子付近の樹脂、金属シ
ェルの内側付着物から水道水にも含まれる塩素
、カリウム成分が検出されたが、事故発見時、
使用者は焼損部に水をかけていた。●当該製品
は、マイクロＵＳＢコネクター内部で異常発熱
し、焼損に至ったものと考えられるが、事故発
生時のコネクター部の状態が確認できなかった
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/11/25)ＡＣアダプター（携帯電
話機用）

華為技術日本（株）

ＨＷＤ１４ＰＱＡ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0010

A201500536

2015-1940

2015/11/18

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○調理中にお湯が吹きこぼれ、
電源が切れたので再度電源を入れ直したが入ら
ず、しばらくすると煙と火花が発生した。○外
郭は原形をとどめており、天板に割れは認めら
れなかった。○製品内部に水滴等水分が浸入し
た痕跡が認められた。○三段重ねの制御基板の
一部が焼失しており、下側基板の焼損が著しか
った。○加熱コイル、ラジエントヒーターに出
火の痕跡は認められなかった。○使用者は過去
に吹きこぼれのため、基板を交換した経緯があ
る。○取扱説明書に、吹きこぼれに関する注意
事項は明記されていなかった。●当該製品は、
吹きこぼれた水分が製品内部に浸入し、制御基
板に付着したため、トラッキング現象により出
火したものと考えられるが、水分の浸入経路が
不明であり、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/12/01)ＩＨ調理器

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＫＺ－ＤＭＳ３２

( 火災 )

A201500558

2015-2036

2015/11/28

(事故発生地)

北海道

　当該製品の電源プラグ部及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の電源スイッチは、
事故発生時、「切」の状態であり、使用してい
なかった。○当該製品の電源プラグが著しく焼
損し、両栓刃はプラグ部から脱落しており、一
方の栓刃は電源プラグ樹脂外部で栓刃が溶融破
断しており、破断面に溶融痕が認められた。も
う一方の栓刃は、電源プラグ樹脂内部のカシメ
部に溶融痕が認められた。○電源コードは、栓
刃とのカシメ部付近で断線しており、断線部に
溶融痕が認められた。○当該製品の電源プラグ
が接続されていた３口のマルチタップは、電源
プラグとの接続部の焼損が著しく、刃受金具の
間隔が広がっており、刃受金具に溶融痕が認め
られた。○壁コンセントに接続されていたマル
チタップの栓刃及び壁コンセントから出火した
痕跡は認められなかった。●当該製品の電源プ
ラグの栓刃とマルチタップの刃受金具間で接触
不良によるスパークが発生し、出火に至ったも
のと推定されるが、電源プラグの焼損が著しい
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/12/08)電気洗濯乾燥機

パナソニック（株）

ＮＡ－ＦＷ１００Ｓ１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0011

A201500575

2015-2107

2015/11/28

(事故発生地)

北海道

　当該製品を使用中、当該製品の電源プ
ラグ部及び周辺を焼損する火災が発生し
た。

　調査の結果、○当該製品の電源プラグと延長
コードのタップ側樹脂が焼損していた。○電源
プラグの栓刃は、両極ともにプラグ部から脱落
し、延長コードのタップ側の刃受金具に固着し
ており、固着部に溶融痕が認められた。○電源
プラグ内部の栓刃カシメ部は、その周辺の樹脂
が炭化、焼損しており、両極とも電源コードと
の接続部で溶断し、カシメ部及びコード断線部
に溶融痕が認められた。○延長コードのタップ
内部は、刃受金具が溶融していたが、電源コー
ドとのカシメ部に異常は認められなかった。●
当該製品の電源プラグの栓刃と延長コードの刃
受金具間での接触不良、又は当該製品の電源プ
ラグ内部の栓刃のカシメ不良により、異常発熱
して出火したものと推定されるが、当該製品の
電源プラグの焼損が著しく、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/12/14)食器洗い乾燥機

パナソニック（株）

ＮＰ－ＴＲ３

( 火災 )

A201500579

2015-2109

2015/12/03

(事故発生地)

東京都

　寮で当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、電源プラグを壁
コンセントに接続していたが、使用していなか
った。○当該製品の電源プラグ及び電源コード
に出火の痕跡は認められなかった。○回収した
マグネトロン、高圧トランス、ラッチスイッチ
、ファンモーター等の電気部品に出火の痕跡は
認められなかったが、制御基板や操作基板は未
回収のため確認できなかった。●当該製品の焼
損は著しく、確認できない部品があったことか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/12/15)電子レンジ

三菱電機ホーム機器（株）

ＲＯ－Ｓ３０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0012

A201500630

2015-2231

2015/12/06

(事故発生地)

石川県

　当該製品に延長コードを接続して使用
中、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生した。（A201500632と同一事故）

　調査の結果、○当該製品は、２口の壁コンセ
ントで、上段の左差込口を中心に焼損していた
。○上段の両刃受金具は、栓刃と接触する面に
放電痕が複数認められ、刃受の間隔は下段に比
べて約１ｍｍ開いていた。○屋内配線との接続
は正常であり、焼損等の異常は認められなかっ
た。○当該製品に差し込まれていた延長コード
の電源プラグの栓刃の片側が著しく焼損してお
り、電源プラグの外郭樹脂は、栓刃可動部に溶
融、壁コンセントとの接触面に著しい焼損が認
められた。●当該製品は、刃受金具と延長コー
ドの電源プラグ栓刃との間、又は電源プラグ単
体の不具合によって出火に至ったものと考えら
れるが、延長コードの電源プラグ栓刃可動部の
確認ができず、詳細な使用状況が不明のため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/04)コンセント

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＷＮ１３０２

( 火災 )

A201500631

2015-2232

2015/11/21

(事故発生地)

新潟県

　当該製品が破裂し、周辺を破損する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、温水タンクが溶
接部で上下に分断して変形していた。○温水タ
ンク内部の防食電極接続部及び湯出口周辺に、
水から析出したとみられるカルシウム等の付着
が認められたものの、吐出口までの配管や湯水
混合部品等の温水流路部品に、詰まりは認めら
れなかった。○当該製品は、約４年間使用され
ておらず、前回使用時及び事故発生直前に使用
した際、湯が出ない不具合が生じていた。●当
該製品は、温水タンクの内圧が上昇してタンク
が破裂したものと考えられるが、タンク内圧の
上昇原因となる配管等の詰まりなどの異常は認
められず、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/04)電気温水器

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＤＨ－２５１

( 火災 )

A201500632

2015-2233

2015/12/06

(事故発生地)

石川県

　当該製品をコンセントに接続して使用
中、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生した。（A201500630と同一事故）

　調査の結果、○当該製品の電源プラグは、壁
コンセントの上段に差し込まれており、電源プ
ラグの栓刃の片側が著しく焼損していた。○電
源プラグの外郭樹脂は、栓刃可動部が溶融し、
壁コンセントとの接触面に著しい焼損が認めら
れた。○当該製品の６口タップに、焼損、変形
等の異常は認められなかった。○壁コンセント
上段の刃受金具が開いており、複数の放電痕が
認められた。●当該製品は、電源プラグ栓刃と
壁コンセントの刃受金具間、又は電源プラグ可
動部で異常発熱が発生したことにより、出火に
至ったものと考えられるが、電源プラグ栓刃可
動部の確認ができず、詳細な使用状況が不明の
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/04)延長コード

サンワサプライ（株）

ＴＡＰ－２６０６

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0013

A201500665

2015-2298

2015/11/13

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品のケースは内蔵電池
の膨張、破裂により左上部に向け液晶ユニット
が口開き状態で、当該部位には噴出物が付着し
ていた。○液晶ユニットのシールド面及び電池
収納面に電池の異常発熱による高温を受熱した
痕跡が認められた。○当該電池内部の正極と負
極の集電体に不適切な重なりがあり、当該部分
の負極の集電体に溶融痕が認められた。○当該
製品の外郭には複数の傷及び左下部の液晶に亀
裂が認められた。○当該製品の周辺に火気はな
かった。●当該製品は、電池が異常発熱を生じ
出火に至ったものと推定されたが、当該製品に
外的なストレスが加わっていること、及び焼損
が著しいことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/15)携帯電話機（スマートフ
ォン）

Ａｐｐｌｅ　Ｊａｐａｎ（
同）

ＭＧ４Ｊ２Ｊ／Ａ

( 火災 )

A201500668

2015-2326

2016/01/03

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品はＰＴＣヒーターの端子部が腐食し
たため、ＰＴＣヒーターが異常過熱し、出火に
至ったものと推定されるが、腐食原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/18)電気式浴室換気乾燥暖房
機

マックスシンワ（株）（現
　マックス（株））

ＢＳ－２１１ＳＲ

( 火災 )

A201500671

2015-2331

2016/01/03

(事故発生地)

神奈川県

　店舗で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。（A201500693と同一事
故）

　調査の結果、○外郭は製品全体に焼損が認め
られ、特に製品上部の焼損が著しかった。○電
源プラグ及び電源コードは確認できなかった。
○電装ボックス（製品背面上部）内の運転コン
デンサーや内部配線に出火の痕跡は認められな
かったが、制御基板は焼失していた。○当該製
品はマルチタップを介し使用されていたが、マ
ルチタップは確認できなかった。○他の電気部
品に出火した痕跡は認められなかった。●当該
製品の残存する電気部品に出火した痕跡は認め
られなかったが、焼損が著しく、確認できない
部品があったことから、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/18)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－ＷＡ３５Ｊ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0014

A201500672

2015-2332

2015/12/26

(事故発生地)

福岡県

　店舗で当該製品に複数の電気製品を接
続していたところ、当該製品及び周辺を
焼損する火災が発生した。（
A201500656と同一事故）

　調査の結果、○当該製品は、タップ部（３口
）の中央刃受金具付近の焼損が著しく、周辺の
外郭樹脂が焼失して刃受金具等が露出していた
。○中央刃受金具に接続された電源プラグは適
切に差し込まれていたが、電源プラグの栓刃は
先端部が溶融及び焼失していた。○中央刃受金
具は差込口から見て奥側が溶融及び焼失してい
た。●当該製品の刃受金具と電源プラグの栓刃
との接続部で異常発熱し、出火に至ったものと
推定されるが、焼損が著しく、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/18)延長コード

大和電器（株）

不明

( 火災 )

A201500688

2015-2352

2016/01/08

(事故発生地)

東京都

　当該製品に他社製のＡＣアダプターを
接続して充電中、当該製品及び周辺を焼
損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は外郭樹脂が焼損し
、リアカバーは焼失していたが、内部の液晶パ
ネルや基板に出火の痕跡は認められなかった。
○バッテリーの内部電極板は著しく焼損してい
たが、短絡痕等の有無を特定することはできな
かった。○ＡＣアダプターを接続していたコネ
クターの端子に、溶融痕等の出火の痕跡は認め
られなかった。○ＡＣアダプターの栓刃及び基
板の一部に溶融痕等の異常は認められなかった
が、その他の部品は焼失し確認できなかった。
●当該製品は、バッテリーから出火した可能性
が考えられるが、バッテリーの焼損が著しいこ
とから、製品起因か否かを含め、原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/22)携帯電話機（スマートフ
ォン）

サムスン電子ジャパン（株
）（（株）ＮＴＴドコモブ
ランド）

ＳＣ－０４Ｆ（（株）ＮＴ
Ｔドコモブランド）

( 火災 )

A201500689

2015-2353

2016/01/08

(事故発生地)

高知県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、外
郭樹脂が溶融固着し、原形をとどめていなかっ
た。○電源基板は残存する部分に出火の痕跡は
認められなかったが、一部が欠損し確認できな
かった。○送風モーター、内部配線等の電気部
品が確認できなかった。○電源コードは随所で
被覆が溶融しており、一か所が断線し、先端に
溶融痕が認められた。○電源コードの溶融痕は
、一次痕か二次痕かの特定はできなかった。●
当該製品の焼損は著しく、確認できない部品が
あったことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/22)空気清浄機（加湿機能付
）

パナソニック　エコシステ
ムズ（株）

Ｆ－ＶＸＧ３５

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0015

A201500702

2015-2387

2016/01/16

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の金属製外郭は、正
面から見て右側面及び背面の焼損が著しく、左
側面は上半分は焼損しているものの下半分には
塗装が残っていた。○上段の冷蔵室や野菜室は
、内部の樹脂部品や壁面内の断熱材が焼損し、
下段の冷凍室に、溶融した樹脂が堆積して固ま
っていた。○背面上部に配置された制御基板及
び背面下部の機械室内の電気部品に出火の痕跡
は認められなかった。○冷蔵室のファンモータ
ー及び除霜用ヒーターに出火の痕跡は認められ
なかったが、その他の庫内の電気部品は確認で
きなかった。●当該製品の残存する電気部品に
は出火の痕跡は認められなかったが、焼損が著
しく確認できない部品があったことから、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/26)電気冷蔵庫

（株）東芝（現　東芝ライ
フスタイル（株））

ＧＲ－４７０Ｋ

( 火災 )

A201500705

2015-2389

2016/01/14

(事故発生地)

岡山県

　当該製品をコンセントに接続して使用
中、当該製品及び周辺を焼損する火災が
発生した。

　調査の結果、○当該製品は食器棚のスライド
式の棚板に設置しており、事故発生当時は保温
中であった。○当該製品の焼損は著しく、外郭
樹脂の大部分が焼損し、下部に溶融固着してい
た。○当該製品のヒーターの抵抗値は正常であ
り、異常過熱の痕跡は認められなかった。○内
部の基板、内部配線等の電気部品に出火の痕跡
は認められなかった。○電源コードは、本体側
から約７５０ｍｍの位置で芯線が断線し、断線
部に溶融痕が確認されたが、一次痕か二次痕か
特定には至らなかった。また、電源コードの一
部が確認できなかった。●当該製品の本体から
出火した痕跡は認められないが、電源コードの
一部が確認できないことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/27)電気湯沸器

象印マホービン（株）

ＣＤ－ＰＢ５０型

( 火災 )

A201500724

2015-2445

2016/01/24

(事故発生地)

群馬県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、○当該製品は、三面鏡の下方の
コンセント周辺から上部にかけて焼損していた
。○事故発生時、当該製品のコンセントは使用
されていなかった。○コンセントの取付金具は
、コンセントとの接触部が溶融し、全面にさび
の付着が認められた。○コンセントは、外郭樹
脂の一部が焼失し、残存する樹脂は著しく炭化
していた。また、コンセント内部の導電板が両
極とも溶融していた。●当該製品のコンセント
内部に水分が浸入したことにより、コンセント
内部の導電板と取付金具間でトラッキング現象
が発生し、出火に至ったものと推定されるが、
詳細な使用状況及び水分の浸入経路が不明のた
め、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/02/03)棚（洗面化粧台用）

アサヒ衛陶（株）

Ｍ７５３ＴＳＨ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0016

A201500729

2015-2466

2016/01/25

(事故発生地)

茨城県

　店舗で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。（A201500733と同一事
故）

　調査の結果、○当該製品は店舗のカウンター
テーブル下の段ボール箱の中に他社製の光回線
終端装置と一緒に入れて使用していた。○製品
本体及びＡＣアダプターの外郭樹脂が著しく焼
損していたが、内部の基板等から出火した痕跡
は認められなかった。○ＡＣアダプターのＤＣ
コードは全体が焼損して２か所が断線しており
、ＤＣプラグ部が焼失していた。○焼残物の中
から、当該製品及び光回線終端装置に使用され
ていない電源プラグ付コード、ボタン電池が確
認された。●当該製品の残存する電気部品に出
火の痕跡は認められなかったが、焼損が著しく
、確認できない部品があったことから、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/02/04)ルーター（パソコン周辺
機器）

ＮＥＣプラットフォームズ
（株）（ＫＤＤＩ（株）　
ａｕブランド）

ＡｔｅｒｍＢＬ９００ＨＷ
（ＫＤＤＩ（株）　ａｕブ
ランド）

( 火災 )

A201500737

2015-2490

2016/01/19

(事故発生地)

福島県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、○当該製品は、フロントパネル
側が焼損し、下部から上部に焼損した痕跡が認
められた。○フロントパネル側の樹脂製キャス
ターの一部が焼損、変形していた。○当該製品
の電源コードは本体からの取り出し口付近で片
側の芯線が断線し、断線部に溶融痕が認められ
た。○もう一方の芯線は断線していないものの
、数本の素線が断線し、断線部の先端に溶融痕
が認められた。○当該製品の電源コードの取り
出し口は、本体底面に設けられており、床面か
ら約２．５ｃｍの位置であった。●当該製品の
電源コードに過度のストレスが加わり、半断線
状態となって異常発熱し、出火したものと推定
されるが、詳細な使用状況が不明のため、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/02/08)電気ストーブ（オイルヒ
ーター）

エレクトロラックス・ジャ
パン（株）

ＥＯＨ１５１１

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0017

A201500746

2015-2492

2016/01/25

(事故発生地)

埼玉県

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
死亡した。当該製品が現場にあった。

　調査の結果、○外装樹脂は底部に一部残存が
認められたが、それ以外は全て焼失していた。
○マグネットプラグの接点やプラグ受けピンに
スパーク痕が認められた。○プラグ受け（樹脂
）や電源ポンプは焼失していたが、遮熱板（金
属）のこれら部品が取り付けられていた箇所に
は、変色や溶融が認められなかった。○電源コ
ードに溶融痕が認められた。また、電源プラグ
は焼失し確認できなかった。○他の部品に出火
した痕跡は認められなかった。○同等品を用い
た再現試験により、通電状態で外火を受けた際
、マグネットプラグの接点とプラグ受けピンは
、当該製品と同様のスパーク痕が確認された。
●当該製品のマグネットプラグ接続部でスパー
クが発生し、付近の可燃物に着火した可能性が
考えられるが、事故発生時の詳細な状況は不明
であり、焼損が著しく、確認できない部品があ
ったことから、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/02/09)電気湯沸器

ピーコック魔法瓶工業（株
）

ＷＭＩ－３０

( 火災  死亡 )

A201500748

2015-2494

2016/01/27

(事故発生地)

宮城県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品はガス給湯器の給水
管と給湯管に使用されていたが、詳細な施工状
況は確認できなかった。○当該製品は、電源コ
ードとヒーターの接続部付近が焼損し、電源コ
ード及びヒーターリード線が断線していた。ま
た、断線部にはそれぞれ溶融痕が確認された。
○電源コードとヒーターリード線のカシメ接続
部に異常発熱の痕跡は認められなかった。●当
該製品の電源コードの断線部から出火したもの
と推定されるが、施工状況が不明であり、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/02/09)凍結防止用ヒーター（水
道用）

日本電熱（株）

ＳＸ－１．０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0018

A201500764

2015-2556

2016/01/31

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、３名が軽傷を負った。

　調査の結果、○当該製品の本体に出火の痕跡
は認められなかった。○当該製品のＡＣアダプ
ターの栓刃に溶融痕は認められなかったが、内
部の電気部品は確認できなかった。●当該製品
本体に出火の痕跡は認められなかったが、確認
できない部品があったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/02/15)電話機

シャープ（株）

ＣＪ－Ｍ３

( 火災 )

A201500782

2015-2572

2016/01/14

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品はケース表面の焼損
が著しく、溶融した樹脂が内部の基板に付着し
ていたが、ケース裏面は残存していた。○当該
製品の制御基板に出火の痕跡は認められなかっ
たが、電源コード、ヒーター用コンセント及び
水温センサーは確認できなかった。○当該製品
に接続していたヒーター本体に出火の痕跡は認
められなかったが、電源コードは確認できなか
った。●当該製品の残存する電気部品に出火の
痕跡は認められなかったが、焼損が著しく、確
認できない部品があったことから、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/02/19)水槽用サーモスタット

（株）デュプラス（ジェッ
クス（株）ブランド）

ＤＸ－００３（ジェックス
（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0019

A201500796

2015-2651

2016/01/27

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、ヒーターカバー
の表面に付着した残渣物が焦げ、焦げの中央付
近にフライ返しの柄が付着したと推定される痕
跡が認められた。また、洗浄槽内にあったフラ
イ返しの柄の先端部分が溶融していた。○水位
スイッチの容器内に黒色異物の付着が認められ
た。○制御基板に異常は認められず、マイコン
メモリーの履歴から、台所用洗剤を使用した時
など、異常な泡の発生を検知した時に出るエラ
ーが事故時に発生しており、これまでにも９回
発生していた。○その他の電気部品に出火の痕
跡は認められず、当該製品に通電すると正常に
動作した。●当該製品は、水位スイッチが一時
的に誤動作して給水不足になったことで、温水
用ヒーターが空だきとなり異常過熱し、ヒータ
ーカバーに接触したフライ返しの柄が溶融、出
火したものと推定されるが、水位スイッチの誤
動作が、水位スイッチの不具合によるものか、
異常に泡が発生したことによるものか特定でき
ず、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/02/24)食器洗い乾燥機（ビルト
イン式）

パナソニック（株）

ＮＰ－Ｐ４５ＭＦ２ＷＡＳ

( 火災 )

A201500807

2015-2690

2016/02/07

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、金属製のケース
に保温用の電球が組み込まれたペット用のヒー
ターで、電源コードにかじり防止用の金属製保
護コイルが被せてあったが、本体の根元で保護
コイルが伸び、隙間から中のコードが見える状
態になっていた。○電源コードは、コード保護
コイルの隙間が拡がった内部で断線し、断線部
に溶融痕が認められた。○事故の２、３日前に
オウムが電源コードを噛み切ったため、噛み切
られた部分を取り除いて電源コードを接続する
修理を行っており、修理箇所に出火の痕跡はな
かったが、コードの他の部分に傷が付いていた
かは確認できなかった。●当該製品の電源コー
ドが損傷し、短絡、スパークが発生して出火に
至ったものと推定されるが、電源コードが損傷
した原因が、修理不良によるものか、保護コイ
ルの機能不足によるものかは不明であり、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/02/29)電球型ヒーター（ペット
用）

（株）マルカン

ＨＤ－４０Ｃ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0020

A201500813

2015-2693

2016/01/26

(事故発生地)

東京都

　工事現場で当該製品を使用中、一酸化
炭素中毒で１名が軽症を負った。

　調査の結果、○店舗内の改修工事で、当該製
品を使用していた際に事故が発生した。○当該
製品は、ガソリンエンジン（総排気量１７１ｍ
Ｌ）を用いた発電機で、製品仕様によれば、当
該製品の排ガスに含まれる一酸化炭素の排出量
（３１９ｇ／ｋＷｈ）は、（一社）陸用内燃機
関協会の自主規制値（６１０ｇ／ｋＷｈ以下）
を満たしていた。○事故現場の広さや換気状態
、事故発生当時の当該製品の使用時間や運転状
況は、特定できなかった。○事故以前の当該製
品の使用時間、使用頻度及び不具合の有無が特
定できなかったほか、事故後の当該製品の調査
も実施できなかった。○取扱説明書には、「当
該製品の排気ガスには一酸化炭素などの有害成
分が含まれていることから、風通しの悪い排気
ガスがこもる場所では使用しない。」旨、製品
本体上部には「排気ガス中毒のおそれがある。
」旨、記載されていた。●当該製品を換気の悪
い環境で使用したため、当該製品から発生した
排気ガスによって使用者が一酸化炭素中毒とな
った可能性が考えられるが、事故状況の詳細が
不明であり、当該製品も調査できていないこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/03/02)発電機（携帯型）

ヤマハモーターパワープロ
ダクツ（株）（デンヨー（
株）ブランド）

ＧＥ２８００ＳＳ－Ⅳ２（
デンヨー（株）ブランド）

( CO中毒 )

A201500817

2015-2706

2016/02/15

(事故発生地)

石川県

　当該製品をコンセントに接続して使用
中、当該製品のプラグ部及び周辺を焼損
する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の電源プラグは、両
栓刃カシメ部及び芯線の一部が焼失していた。
○当該製品の、電源プラグの栓刃表面に、放電
痕等の異常は認められなかった。○当該製品の
他の電気部品等に、異常は認められず、電源プ
ラグを正常品と交換したところ、本体は正常に
動作した。●当該製品の電源プラグ内部の不具
合により異常発熱が生じ、出火に至ったものと
考えられるが、出火元と考えられる栓刃カシメ
部は焼失しており、詳細な使用状況は不明であ
ることから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/03/03)除湿乾燥機

松下エコシステムズ（株）
（現　パナソニック　エコ
システムズ（株））

Ｆ－Ｙ６０Ｚ２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0021

A201500851

2015-2788

2016/02/24

(事故発生地)

東京都

　当該製品に複数の電気製品を接続して
使用中、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は７口の延長コード
であり、事故発生当時、当該製品にセラミック
ファンヒーター（１３９５Ｗ）及び照明器具（
２１Ｗ）を接続して使用していた。○タップ部
の外郭樹脂は、セラミックファンヒーターが接
続されていた差込口を中心に焼損し、一部が焼
失していた。○タップ内部の導電板の一部が欠
損し、欠損部に溶融痕が認められた。また、異
極側の導電板にも溶融痕が認められた。○セラ
ミックファンヒーターが接続されていた刃受金
具の間隔が広がっていた。○セラミックファン
ヒーター及び照明器具の確認ができなかった。
●当該製品の刃受金具とセラミックファンヒー
ターの栓刃間との接続部において、接触不良に
よる異常発熱が生じ、外郭樹脂が変形するとと
もに導電板が異極間で短絡し、外郭樹脂を焼損
したものと考えられるが、接触不良に至った原
因が不明であり、導電板の一部が欠損している
ため、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/03/14)延長コード

星光商事（株）（（株）ヤ
ザワコーポレーションブラ
ンド）

ＨＪＫＰ７０２ＷＨ（（株
）ヤザワコーポレーション
ブランド）

( 火災 )

A201500857

2015-2820

2016/03/04

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、１週間程前に水
漏れがあり、家人が水漏れのあった蒸気発生部
付近にコーキング材を塗布して修理をしていた
。○当該製品は、制御基板付近の焼損が著しか
った。○焼損した制御基板は、ヒーター用リレ
ー端子のはんだ接続部周辺が著しく焼損してお
り、リレー端子は溶融、焼失し、基板の銅箔パ
ターンの一部が焼失していた。○蒸気発生部は
、側面の亀裂とコーキング材塗布、また製品内
部側の部品にカルキの付着や腐食が認められた
が、異常発熱した痕跡は認められなかった。○
ヒーター用リレー内部及び他の電気部品に出火
した痕跡は認められなかった。●当該製品は、
制御基板のリレー端子のはんだ接続部付近で異
常発熱し、出火に至ったものと考えられるが、
焼損が著しく、詳細な使用状況が不明なことか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/03/17)加湿器（スチーム式）

（株）ミュージーコーポレ
ーション（（株）山善ブラ
ンド）

ＶＴ－２５０（（株）山善
ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0022

A201500860

2015-2821

2016/03/04

(事故発生地)

宮城県

　店舗で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、背
面下部から上部にかけて焼損していた。○機械
室内の内部配線、圧縮機、ファンモーター及び
始動コンデンサーから出火した痕跡は認められ
なかった。○圧縮機用運転コンデンサーの焼損
は著しく、残存する端子部に異常は認められな
いが、大部分が焼失しており、確認できなかっ
た。○事故発生以前、床上に設置された当該製
品が大雨の影響により浸水したことがあった。
●当該製品の圧縮機用運転コンデンサーから出
火したものと考えられるが、運転コンデンサー
の焼損が著しく、浸水による影響の可能性もあ
ることから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/03/17)電気冷蔵庫

三洋電機（株）

ＳＲ－４１ＸＥ

( 火災 )

A201600004

2016-0020

2016/03/03

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○当該製品は過去にヒーターリ
レーが交換されていたが、詳細は不明であり、
交換後のヒーターリレーの仕様等は特定できな
かった。○制御部に配置されたヒーターリレー
が著しく焼損しており、可動接点が溶断し、溶
融金属が固定接点側へ溶着していた。○他の電
気部品及び配管部分に異常は認められなかった
。●当該製品のヒーターリレーの接点部におい
て、アークが継続発生し、発熱、発火したこと
により周辺部品が焼損したものと推定されるが
、接点部の溶融が著しいことから、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/04/01)電気温水器

九州変圧器（株）（現　（
株）キューヘン）

ＳＭ－８３７０Ｒ－Ｃ７６

( 火災 )

A201600012

2016-0053

2016/03/04

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品はレントゲン写真の
現像液保温用に使用されていた。○当該製品は
電源コードの焼損が著しく、電源コード中間部
にある水温コントローラーが焼失していた。○
電源コードは、水温コントローラーから電源プ
ラグ側へ約１５ｃｍの箇所で断線し、断線部に
溶融痕が認められたが、二次痕であった。○ヒ
ーターユニットに現像液が浸入しており、内部
の制御基板上のはんだ付け部が溶融し、内部配
線の被覆が一部焼損していた。○ヒーターユニ
ットのヒーター線に、断線等の異常は認められ
なかった。●当該製品は、ヒーターユニットに
現像液が浸入した影響により、水温コントロー
ラーから出火した可能性が考えられるが、焼損
が著しく、確認できない部品があったことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/04/06)水槽用サーモスタット付
ヒーター

ファイブプラン（株）（現
　ジェックスインターナシ
ョナル（株））（ジェック
ス（株）ブランド）

セーフカバーヒートナビＳ
Ｈ８０（ジェックス（株）
ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0023

A201600016

2016-0062

2016/03/21

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は全体に著しく焼損
していた。○内部配線は、ほとんどの被覆が焼
失し、複数箇所で断線していた。○他の残存す
る電気部品に出火の痕跡は認められなかったが
、ヒーター部等、確認できない部品があった。
○確認できた乾燥物とみられる繊維製品の断片
は、全て焼損しており、おおむね炭化していた
。●当該製品の残存する電気部品に出火の痕跡
は認められなかったが、焼損が著しく、確認で
きない部品があったことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/04/07)電気衣類乾燥機

（株）ケーズウェーブ

ＷＸ／ＧＹＪ－１．２

( 火災 )

A201600036

2016-0133

2016/04/11

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、不燃性の抵抗が使用されていな
かったため、蛍光ランプの寿命末期にインバー
ター回路のトランジスターに負荷がかかり破損
し、過電流が流れ、抵抗が焼損したものと推定
される。

　（株）オーム電機は、当該製品を含む対
象製品について、内部インバーター基板の
不具合により、製品が発火・焼損する可能
性があることから、事故の再発防止を図る
ため、２００８年（平成２０年）１１月５
日にウェブサイトへの情報掲載を行い、翌
６日に新聞社告を行うとともに、販売店で
のポスター掲示や購入者に対してダイレク
トメールの送付を行うなどにより、対象製
品について製品回収及び製品交換又は返金
を実施している。

(受付:2016/04/20)電気スタンド

（株）オーム電機

ＫＡＬ－２７

( 火災 )

A201600037

2016-0138

2016/03/04

(事故発生地)

愛知県

　店舗の敷地で当該製品を使用して車の
エンジンを始動後、当該製品及び周辺を
焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、外
郭樹脂は焼失していた。○リチウム電池の焼損
は著しく、外装のラミネートパック及び正極（
アルミ箔）は焼失し、残存していた負極（銅箔
）には、溶融痕が散見された。○内部配線と基
板を接続する端子部に溶融痕が認められた。○
制御基板、エンジン始動用ケーブル、及びエン
ジン始動用ケーブルジャックに溶融痕等の出火
の痕跡は認められなかった。○事故車両は、エ
ンジンオイルをオルタネータ（発電機）に付着
させ、オルタネータ内部にオイルが浸入した場
合、そのまま使用を続けると、出火するおそれ
があることから、注意喚起を行っている対象車
両であった。●当該製品のリチウム電池から出
火した可能性が考えられるが、当該製品及びエ
ンジンルーム内の焼損が著しいため、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/04/20)リチウム電池内蔵充電器

ＳＦＪ（株）

ＢＲ－００３

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0024

A201600039

2016-0135

2016/04/11

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の端子ボックス内のバイパスダイオ
ードを含む回路にて異常発熱したものと考えら
れるが、端子ボックスが焼失していることから
、異常発熱した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/04/20)太陽電池モジュール（太
陽光発電システム用）

シャープ（株）

ＮＥ－５３ＫＳ

( 火災 )

A201600047

2016-0216

2016/04/16

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品の上に置いていた可燃物及び
周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、天板上に鍋、コ
ップ及び包丁を置いた状態で、包丁の柄が焼失
するなど天板上の可燃物が焼損していた。○消
防が到着した際、ラジエントヒーターが通電さ
れていたことを示す高温注意表示ランプが点滅
していた。○当該製品の天板に焼損は認められ
ず、電源コードなど製品外側の電気部品に出火
した痕跡は認められなかった。○当該製品の動
作及び製品内部の電気部品が確認できなかった
。○当該製品のヒーターは、電源スイッチを入
れた後、更にヒータースイッチを入れなければ
ヒーターは加熱されない構造であった。●当該
製品は、天板上に可燃物を置いた状態で、ラジ
エントヒーターが通電されていたことにより、
可燃物が過熱されて、焼損したものと推定され
るが、製品の詳細な調査が行えず、詳細な使用
状況も不明のため、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/04/28)電気こんろ

三洋テクノソリューション
ズ鳥取（株）（イビケン（
株）ブランド）

ＫＡＣ－ＳＲ２７ＤＦ（イ
ビケン（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0025

A201600059

2016-0239

2016/04/20

(事故発生地)

北海道

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品のバックカバーが焼
損し、バッテリーパックが露出していたが、電
話機本体の動作に異常は認められなかった。○
バッテリーバックは膨張し、外郭の底部に穴が
空いていたが、ガス排出弁は開口していなかっ
た。○バッテリーパックの外郭に外部から応力
が加わった痕跡が認められた。○バッテリーパ
ック内部の電極体は、バッテリーパックの外郭
の穴空き箇所に該当する位置に周期的な欠損が
認められた。●当該製品のバッテリーパックに
外力が加わり、内部短絡を生じて焼損した可能
性が考えられるが、電極体の焼損が著しく、使
用状況が不明なため、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/05/09)携帯電話機（スマートフ
ォン）

ＨＴＣ　ＮＩＰＰＯＮ（株
）

ＩＳＷ１３ＨＴ

( 火災 )

A201600063

2016-0265

2016/04/26

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品の上に置いていた可燃物等を
焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品に電源を供給したと
ころ、スイッチを操作せずにラジエントヒータ
ー基板の電源リレー及び出力調節リレーが動作
してＯＮ状態となり、ラジエントヒーターが加
熱した。○ラジエントヒーターの電源リレー及
び出力調節リレーを制御するトランジスターの
端子間で導通が認められた。○トランジスター
の端子付近の表面から硫黄、塩素成分を含む銅
の腐食生成物が検出された。○その他の電気部
品に異常は認められなかった。○使用者が入居
する以前の使用状況は確認できなかった。●当
該製品は、ラジエントヒーターの電源リレー及
び出力調節リレーを制御するトランジスターの
端子間表面に腐食性異物が付着し、腐食生成物
が成長したため、導電路を形成したことにより
、リレーが動作状態となり、ラジエントヒータ
ーが加熱して、天板上の可燃物が焼損に至った
ものと推定されるが、腐食性異物が付着した原
因が不明なことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/05/12)ＩＨ調理器

三化工業（株）

ＳＩＨ－Ｃ２２４Ａ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0026

A201600071

2016-0293

2016/04/07

(事故発生地)

東京都

　当該製品からの水漏れを点検したとこ
ろ、お湯が出て火傷を負った。

　○当該製品後部からの水漏れを確認するため
に際、使用者が本体を傾けたところ本体背面の
床からの高さ４２５ｍｍの位置に取り付けられ
ているドレンバルブより温水が排出しその温水
で左手上腕部に火傷を負った。水漏れ確認時は
ドレンキャップ（排水キャップ）には触れてい
ないとの申出だった。○当該製品は、本体を傾
けなくても排水キャップが外れると温水が勢い
よく排出される構造だった。○当該製品は宅配
便で契約者宅へ配送され、契約者が梱包から取
り出して自分で設置するレンタル品であり、事
業者により梱包前に冷温水コック及び排水キャ
ップに緩みがないか点検されていたが点検記録
は残していなかった。○事故直前までに使用者
及び家人が排水キャップに触れたかどうかは不
明であるが、当該製品はコの字形のスペースに
設置されており背面にある排水キャップを容易
に触れる状況ではなかった。○排水キャップが
確実に締まっている状態で本体を前後左右に傾
けて水漏れの有無を確認したが、背面のドレン
バルブ及びその他の部位からの水漏れは認めら
れなかった。○ドレンバルブの雄ねじ及び排水
キャップの雌ねじを確認した結果、雄ねじには
多少の傷が認められたが、排水キャップを確実
に取り付けることが可能であった。○ドレンバ
ルブから排水キャップを取り外して温水を出す
には、当該製品及び同等品ともに約３回転回す
必要があり、排水キャップ中央にはシリコン製
で円錐状のパッキンが付いていることから排水
キャップが外れる直前まで漏れは生じなかった
。●当該製品は排水キャップが緩んで外れかか
っていたため、使用者が当該製品を傾けて水漏
れの有無を確認した際、ドレンバルブから排水
キャップが外れて温水が出たことから事故に至
ったものと考えられるが、排水キャップの緩み
が当該製品の配送前から生じていたものか設置
後に生じたものか不明なため、製品起因か否か
を含め事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/05/18)ウォーターサーバー

（株）ナック

ＹＯ－０４Ｌｅ

( 重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0027

A201600086

2016-0334

2016/04/30

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、１名が死亡し
た。

　調査の結果、○事故発生時、当該製品は
７００Ｗ首振りなしで使用されていた。○当該
製品は製品上部の焼損が著しく、確認されたの
はベース、ヒーター、ガード等の一部のみであ
り、基板、サーモスタット等は確認できなかっ
た。○当該製品のベースから基板につながる内
部配線の断線部に溶融痕等出火の痕跡は認めら
れなかった。○電源コードに溶融痕等の出火の
痕跡は認められなかった。○ヒーターの中央に
ガラス管の割れが認められたが、配線の端部に
溶融痕等の出火の痕跡は認められなかった。●
当該製品の残存する電気部品に出火した痕跡は
認められなかったが、焼損が著しく、基板、サ
ーモスタット等、確認できない部品があったこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/05/24)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

（株）山善

ＲＣＧ－７００

( 火災  死亡 )

A201600111

2016-0432

2016/05/10

(事故発生地)

静岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、外
郭樹脂は原形をとどめていなかった。○電源コ
ードは電源プラグ付近で断線していたが、断線
部に溶融痕は認められなかった。○制御基板は
実装部品がほとんど確認できず、基板も一部確
認できなかったが、残存する基板上のパターン
銅箔に溶融痕等の出火の痕跡は認められなかっ
た。○ファンモーターに溶融痕等の出火の痕跡
は認められなかった。○電源プラグ、端子台の
一部、ルーバーモーター等は確認できなかった
。●当該製品の残存する電気部品に出火の痕跡
は認められなかったが、焼損が著しく、確認で
きない部品があったことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/06/07)エアコン

日立アプライアンス（株）
（現　日立ジョンソンコン
トロールズ空調（株））

ＲＡＳ－ＡＪ２２Ｚ

( 火災 )

A201600143

2016-0611

2016/06/12

(事故発生地)

奈良県

　寮で当該製品の電源プラグ部及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の電源プラグ本体は
、コンセントとの接触面が著しく焼損しており
、栓刃間の絶縁樹脂が焼失していた。○電源プ
ラグの背面側及びコードプロテクター部に焼損
は認められなかった。○電源コードは電源プラ
グ内部で断線し、断線部に溶融痕が認められた
。○当該製品の本体は、電源コードの交換後、
正常に動作することが確認された。○当該製品
が接続されていたコンセント及び電源プラグの
栓刃は確認できなかった。●当該製品の電源プ
ラグ内部でトラッキング現象が生じて異極間短
絡したため、出火に至ったものと推定されるが
、焼損が著しく、確認できない部品があったこ
とから、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/06/23)エアコン

日立アプライアンス（株）
（現　日立ジョンソンコン
トロールズ空調（株））

ＲＡＳ－ＡＣ２８Ｃ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0028

A201600147

2016-0612

2016/06/13

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　調査の結果、○当該製品は背面から見て左上
部が焼損していた。○背面から見て左上部にあ
る乾燥用ヒーターに接続するリード線が断線し
、断線部に溶融痕が認められた。○当該リード
線付近にゴキブリの卵が認められた。○電源プ
ラグ、制御基板、洗濯槽用モーター、給排水弁
、送風用ファンモーター等の電気部品は焼損し
ておらず、異常は認められなかった。●当該製
品の乾燥用ヒーターに接続するリード線が一部
断線したため異常発熱し、出火に至ったものと
推定されるが、リード線が断線した原因が、長
期使用によるものか、小動物がかじったことに
よるものか不明であり、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/06/24)電気洗濯乾燥機

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＮＡ－ＦＤ８００３Ｒ

( 火災 )

A201600173

2016-0745

2016/04/11

(事故発生地)

群馬県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、背
面カバー、スタンド等の樹脂部分が焼失してお
り、液晶パネルの外枠、背面のフレーム等の金
属部品が残存していた。○溶融固着した樹脂に
内部配線の一部が確認されたが、溶融痕等の出
火の痕跡は認められなかった。○電源基板、イ
ンバーター基板等は確認できなかった。○当該
製品の電源コードは確認できなかった。●当該
製品の焼損は著しく、確認できない部品があっ
たことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/07)液晶テレビ

（株）東芝（現　東芝映像
ソリューション（株））

３２Ｃ３５００

( 火災 )

A201600174

2016-0746

2016/06/24

(事故発生地)

愛知県

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
軽傷を負った。現場に当該製品があった
。

　調査の結果、○使用者は普段からタイマーを
使って運転しており、事故当時はタイマーが切
れていた可能性があった。○当該製品の焼損は
著しく、樹脂部は完全に焼失しており、モータ
ーの運転用コンデンサーや配線の中継基板等、
電気部品の一部が確認できなかった。○モータ
ーのコイルに、溶融痕等の出火の痕跡は認めら
れなかった。○台座内の確認できた電気部品に
出火の痕跡は認められなかった。○電源コード
に溶融痕が認められたが、二次痕と判断された
。●当該製品の残存する電気部品に出火した痕
跡は認められなかったが、焼損が著しく確認で
きない部品があったことから、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/07)扇風機

三洋電機（株）

ＥＦ－６ＫＸ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0029

A201600178

2016-0749

2016/05/20

(事故発生地)

大阪府

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
死亡した。現場に当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、電
源コードの一部以外の電気部品は回収されてお
らず、確認できなかった。○当該製品の電源コ
ードは、両端が火災熱により溶融して、３本の
芯線が１本の線になっており、中央部分では３
本の芯線の内１本が室内機取付板の左側に溶着
していた。また、この部分の室内機取付板に強
い焼損が認められた。○室外機の電気部品は制
御基板を含めて全て残存しており、いずれの部
品にも出火の痕跡は認められなかった。○当該
製品と室外機の連絡線に出火の痕跡は認められ
なかった。●当該製品の焼損は著しく、電源コ
ードの一部を除く電気部品が確認できなかった
ことから、製品起因か否かを含め、事故原因の
特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/08)エアコン

シャープ（株）

ＡＹ－Ｇ４０Ｅ２

( 火災  死亡 )

A201600179

2016-0750

2016/01/24

(事故発生地)

秋田県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は２枚の発熱体で構
成されており、電源コードを発熱体両端の電極
端子に接続したものであり、電源コードと発熱
体の接続部付近が焼損し、発熱体の一部が焼失
していた。○当該製品の電源コードは、発熱体
との接続部から約２０ｃｍの位置で断線してい
たが、断線部に溶融痕は認められなかった。ま
た、断線部から電源入力側の電源コードが確認
できなかった。○残存する内部配線に溶融痕等
の出火の痕跡は認められなかった。●当該製品
の残存する電気部品に出火の痕跡は認められな
かったが、焼損が著しく、確認できない部品が
あったことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/08)電気融雪装置（電熱シー
ト）

テクノエレメント（株）

ＳＰ－４５４０

( 火災 )

A201600184

2016-0777

2016/05/31

(事故発生地)

兵庫県

　空港施設で当該製品を使用中、当該製
品及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品のＬＥＤ内蔵チューブの内部配線が
短絡したためＡＣ／ＤＣ変換アダプター内部の
ダイオードに過電流が流れて発熱し、出火に至
ったものと推定されるが、ＬＥＤ内蔵チューブ
の内部配線が短絡した原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/12)装飾用電灯器具

コロナ産業（株）

ＬＥＤＣＲＭ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0030

A201600193

2016-0799

2016/07/07

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（１７年１０か月）に
より、電源回路のノイズ抑制用フィルムコンデ
ンサーが絶縁劣化し、出火に至ったものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/15)照明器具

瀧住電機工業（株）

ＴＩＶ－７２６１

( 火災 )

A201600202

2016-0821

2016/05/30

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生し、５名が軽傷を
負った。

　調査の結果、○当該製品は、電源プラグから
中間スイッチのコード間で断線し、断線部に溶
融痕が複数箇所で認められた。○中間スイッチ
外郭の焼損は著しかったが、接点部に異常発熱
した痕跡は認められなかった。○中間スイッチ
から器具用プラグのコード間に出火した痕跡は
認められなかった。○こたつユニットに出火し
た痕跡は認められなかった。●当該製品の電源
コードの断線部に溶融痕が認められたことから
、当該部位から出火したものと推定されるが、
当該製品の詳細な使用状況が不明であるため、
製品起因か否かを含め、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/19)電気こたつ用コード

（株）エスジーユー

ＮＮ８４４０

( 火災 )

A201600204

2016-0822

2016/06/11

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、建物１棟を全焼す
る火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、外
郭を含め樹脂製の部品は全て焼失していた。ま
た、熱交換器、金属製基板ケース、室内機取付
板、電源コード、モーターリード線が残存して
いた。○モーターリード線の断線部に溶融痕が
認められたが、一次痕か二次痕かの特定はでき
なかった。○基板、ファンモーター等の主要な
電気部品は確認できなかった。●当該製品の焼
損は著しく、確認できない部品があったことか
ら、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/19)エアコン

（株）富士通ゼネラル

ＡＳ－Ｊ２２Ａ－Ｗ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0031

A201600205

2016-0823

2016/07/11

(事故発生地)

島根県

　事務所で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は正面右下の外郭樹
脂が焼損していた。○電装部はファンモーター
を中心に焼損しており、ファンモーターのコネ
クター部が著しく焼損していた。○当該コネク
ター部のコネクターピン１本の先端付近がコネ
クター端子との接続部で溶着しており、溶着部
から基板接続部まで焼失していた。○ファンモ
ーター内部の基板は、焼失したコネクターピン
の接続部から、近接した異極の銅箔パターンに
かけて炭化していた。○ファンモーター以外の
電気部品に出火の痕跡は認められなかった。●
当該製品はファンモーターのコネクター部にお
いて、接触不良が生じてモーター内部の基板が
異常発熱し、基板上でトラッキング現象が生じ
て出火したものと考えられるが、コネクターピ
ンの基板接続部が焼失しているため、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/19)エアコン

三菱重工業（株）

ＳＲＫ２５ＺＩ－Ｗ

( 火災 )

A201600226

2016-0879

2016/07/17

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、全体的に著しく
焼損していた。○電気部品は、電源基板の半分
程度、制御基板等が残存しており、電源基板の
半分程度、電磁弁コイル用リレー等は確認でき
なかった。○残存する電気部品に出火した痕跡
は認められなかった。●当該製品の残存する電
気部品に出火した痕跡は認められなかったが、
焼損が著しく、確認できない部品があったこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/29)除湿機

三菱電機（株）（現　三菱
電機ホーム機器（株）に事
業移管）

ＭＪ－１００ＮＸ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0032

A201600234

2016-0941

2016/07/08

(事故発生地)

岡山県

　工場で当該製品に複数の電気製品を接
続して使用中、当該製品を焼損する火災
が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、工場の組み立て
ラインで使用されており、電源コードを全て引
き出した状態で工具用の充電器９台及び扇風機
２台（最大使用電流：３６．３Ａ）を接続して
いた。○当該製品の定格電流は、電源コードを
全て引き出した状態で１２Ａであり、事故発生
当時、充電器２台及び扇風機２台（最大使用電
流：１１．９５Ａ）が使用されていた。○当該
製品は、樹脂製の外郭の一部が焼失し、外郭内
側に多量のススが付着していた。○ドラム内部
の摺動接点部が著しく焼損しており、摺動接点
の一部が焼失していた。○電源コードに出火の
痕跡は認められなかった。●当該製品は、ドラ
ム内部の摺動接点部から出火したものと推定さ
れるが、摺動接点部の焼損が著しいため、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/08/04)配線器具（コードリール
）

（株）畑屋製作所

ＣＳＳ－０６１Ｈ

( 火災 )

A201600239

2016-0945

2016/07/31

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、樹
脂製の部品が焼失していた。○モーターリード
線がモーターから４ｃｍの位置で断線しており
、断線部に溶融痕が認められたが、一次痕か二
次痕かの特定はできなかった。○ファンモータ
ー、制御基板、圧縮機等のその他の電気部品に
出火の痕跡は認められなかった。●当該製品の
焼損は著しく、モーターリード線に溶融痕が確
認されたが、一次痕か二次痕かの特定ができな
かったことから、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/08/05)エアコン（室外機）

ダイキン工業（株）

ＡＲ２２ＬＥＳＪ

( 火災 )

A201600249

2016-0977

2016/07/29

(事故発生地)

長崎県

　建物を全焼する火災が発生し、現場に
当該製品があった。

　調査の結果、○当該製品の外郭は全て焼失し
ており、制御基板、高電圧発生ユニット等の電
気部品は確認できなかった。○電源コードは丸
く束ねられた状態で現場に残っており、電源プ
ラグ及び電源コードの一部が確認できず、電源
コードの取付け状況は特定できなかった。○電
源コードの複数の断線部に溶融痕が認められた
が、一次痕か二次痕かの特定はできなかった。
●当該製品は焼損が著しく、電源コードの断線
部に溶融痕が認められたが、一次痕か二次痕か
の特定ができず、また、確認できない部品があ
ったことから、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/08/10)エアコン

シャープ（株）

ＡＹ－Ｒ２５ＳＢＣ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0033

A201600259

2016-1008

2016/07/09

(事故発生地)

東京都

　当該製品に携帯電話機（スマートフォ
ン）を接続して充電中、当該製品を焼損
する火災が発生した。

　当該製品のリチウムイオン電池が内部短絡し
たため焼損したものと推定されるが、当該製品
の詳細が確認できなかったことから、電池セル
が内部短絡した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/08/16)リチウム電池内蔵充電器

エレコム（株）

ＤＥ－Ｍ０１Ｌ－７８３０
ＷＨ

( 火災 )

A201600279

2016-1056

2016/08/08

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○当該製品は学習机の側面に両
面テープで固定し使用されていた。○当該製品
のランプ付き個別スイッチのつまみが外れたた
め、使用者がつまみを挿入したところ、スイッ
チ部から火花が発生し、周辺を焼損した。○当
該製品は３口の個別スイッチ付き延長コードで
あり、タップ部から外れた個別スイッチのつま
みは、可動部の支点が破損し、抵抗のリード線
にスパーク痕が認められた。○個別スイッチ内
部の可動接点板及び固定接点板にスパーク痕が
認められた。○個別スイッチ内部の中央ばねは
確認できなかった。○当該製品のタップ部及び
破損した個別スイッチの操作部に傷等は認めら
れなかった。●当該製品の個別スイッチの支点
が破損し、使用者が脱落したつまみをタップ部
に挿入した際、スイッチ内部で異極間短絡が生
じたため、スパークが発生し飛散した金属が周
辺を焼損したものと推定されるが、個別スイッ
チの支点が破損した原因が不明であり、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/08/26)延長コード

大和電器（株）（朝日電器
（株）ブランド）

Ｔ２０４２Ｃ４１（朝日電
器（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0034

A201600282

2016-1081

2016/08/18

(事故発生地)

千葉県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、制御基板のコンプレッサー配線
接続部で異常発熱が生じて焼損し、出火したも
のと推定されるが、制御基板の接続部周辺は焼
失しており確認できないことから、原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/08/29)エアコン（室外機）

三菱重工業（株）

ＳＲＣＺ２２Ｅ５Ｊ

( 火災 )

A201600286

2016-1085

2016/08/18

(事故発生地)

福岡県

　コンテナ倉庫で当該製品を使用中、当
該製品及び周辺を焼損する火災が発生し
、１名が軽傷を負った。

　調査の結果、○当該製品は一般家庭用の冷房
専用機であるが、業務用として９年間、２４時
間連続運転されていた。○当該製品の焼損は著
しく、ファンモーター、コンデンサー等の電気
部品が確認できなかった。○残存する電気部品
に、出火した痕跡は認められなかった。●当該
製品の残存する電気部品に出火した痕跡は認め
られなかったが、焼損が著しく、確認できない
部品があったことから、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/08/30)エアコン（窓用）

（株）コロナ

ＣＷ－１８７Ｒ

( 火災 )

A201600294

2016-1119

2016/07/31

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、電源コードが半断線となり、断
線時のスパークによって出火した可能性が考え
られるが、焼損が著しく確認できない部品があ
ることから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/09/01)扇風機

ユアサプライムス（株）

ＹＴ－７８５ＧＲＩ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0035

A201600295

2016-1121

2016/07/31

(事故発生地)

群馬県

　当該製品に複数の電気製品を接続して
使用していたところ、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（３３年）により、刃
受金具と屋内配線の芯線との接続部で接触抵抗
が増加したため、内部の錠ばねに通電されて過
熱し、出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/09/01)コンセント

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＷＮ１３０２

( 火災 )

A201600318

2016-1203

2016/08/12

(事故発生地)

三重県

　飲食店で当該製品を使用中、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、２個のペルチェ
素子を使用する電子式冷蔵庫で、１個のペルチ
ェ素子は吸熱面と放熱面のセラミック基材が分
離して基材にクラックが生じており、内部の熱
電半導体や電極がはがれ、一部は確認できなか
った。　なお、もう１個のペルチェ素子に異常
は認められなかった。○電源基板の焼損は著し
いが、電流ヒューズは溶断しておらず、出火し
た痕跡は認められなかった。○ファンモーター
、温度設定基板、内部配線、電源コード等のそ
の他の電気部品に出火の痕跡は認められなかっ
た。●当該製品の残存する電気部品に出火の痕
跡は認められなかったが、焼損が著しく、確認
できない部品があったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/09/15)電子式冷温蔵庫（ワイン
用）

（株）リカーマウンテン

ＬＷ－Ｄ３２

( 火災 )

A201600327

2016-1207

2016/06/04

(事故発生地)

群馬県

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
死亡し、１名が重傷を負った。現場に当
該製品があった。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、コ
ントロール基板の基材と外郭の金属部品のみ残
存していた。○電源基板、内部配線、電源コー
ド等、その他の電気部品は確認できなかった。
●当該製品の焼損は著しく、確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/09/16)液晶テレビ

（株）東芝（現　東芝映像
ソリューション（株））

４２ＲＥ１

( 火災  死亡  重傷 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0036

A201600328

2016-1208

2016/08/24

(事故発生地)

長崎県

　当該製品を延長コードに接続して使用
していたところ、建物を全焼する火災が
発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、樹
脂部分は全て焼失し、庫内にも食材の残渣物及
び漏炎の痕跡は確認できなかった。○制御室内
のサーモスタット、ダイオード、コンデンサー
及び出力スイッチの焼損は著しく、タイマース
イッチは接点等の電気部品の一部が確認できな
かった。○延長コードに異常は認められなかっ
た。○内部配線、電源コード等のその他の電気
部品に出火の痕跡は認められなかった。●当該
製品の残存する電気部品に出火の痕跡は認めら
れなかったが、焼損が著しく、確認できない部
品があったことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/09/16)オーブントースター

三洋電機（株）（タイガー
魔法瓶（株）ブランド）

ＫＴＶ－Ａ１０Ｚ（タイガ
ー魔法瓶（株）ブランド）

( 火災 )

A201600332

2016-1236

2016/07/15

(事故発生地)

滋賀県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故発生前に当該製品を使用
したところ、当該製品の本体と電源プレートと
の隙間から発煙したため、使用者は本体の電源
スイッチを「切」にし、その場を離れた。○当
該製品の焼損は著しく、外郭樹脂は焼失してい
た。また、確認できた部品は、ヒータープレー
ト部と事故現場から回収された断線したリード
線のみであり、電源プレート、電源コード等は
確認できなかった。○ヒータープレートには、
ヒーター線の断線、ヒーター部のアルミダイカ
ストの変形、溶融等の異常は認められなかった
。○空だき防止装置の接点に溶融、変形等の異
常は認められなかった。○ヒータープレート中
央部の給電端子部に溶融等の異常は認められな
かった。○断線したリード線の先端及び途中の
芯線表面に溶融痕が認められたが、当該製品の
部品か否かは特定できなかった。●当該製品の
焼損は著しく、確認できない部品があったこと
から、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/09/21)電気ケトル

（株）グループセブジャパ
ン

不明

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0037

A201600342

2016-1254

2016/08/27

(事故発生地)

群馬県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品に内蔵されているリチウムイオン電
池セルが異常発熱し、出火したものと推定され
るが、電池セルの焼損が著しく、原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/09/27)リチウム電池内蔵充電器

（株）トーシン産業

ＧＲＥＡＴパワーバンク

( 火災 )

A201600343

2016-1275

2016/09/13

(事故発生地)

和歌山県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（３５年）により、圧
縮機用運転コンデンサーが絶縁劣化するととも
に内部短絡によって出火し、周辺の樹脂部品に
延焼したものと推定される。

　三菱重工業（株）（現　三菱重工サーマ
ルシステムズ（株））は、当該製品を含む
対象機種について、事故の再発防止を図る
ため、平成２１年８月２１日にホームペー
ジに情報の掲載を行うとともに、翌２２日
に新聞社告を行い、対象製品の使用中止を
呼び掛けている。

(受付:2016/09/29)エアコン（室外機）

三菱重工業（株）（現　三
菱重工サーマルシステムズ
（株））

ＳＲＣ１８０１ＪＨ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0038

A201600357

2016-1305

2016/09/03

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○洗濯かごから炎が出ているの
が発見され、洗濯かごと中に入っていた当該製
品のポンプ部及び洗濯物が焼損した。○当該製
品は、電源（ＤＣ１２Ｖ）を制御する電源部と
風呂水をくみ出すポンプ部とをつなぐ接続配線
が、ポンプ側の出口付近で焼損していた。○接
続配線は被覆が焼損し、焼損部のキンク部分で
芯線の一部が断線していたが、芯線に溶融痕は
認められなかった。○ポンプ部のＤＣモーター
は、さびが発生して回転子が固着していたが、
モーター自体から出火した痕跡は認められなか
った。○電源部及び電源コードに出火の痕跡は
認められず、電源部は正常に作動した。●当該
製品は、電源部とポンプ部とをつなぐ接続配線
の断線部で異常発熱が生じた可能性が考えられ
るが、異常発熱に至ったメカニズムが特定でき
ず、使用状況の詳細も不明であるため、製品起
因か否かを含め、事故原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/05)電気ポンプ（バスポンプ
）

（株）ミツギロン

ポットベリー２５Ｔ

( 火災 )

A201600365

2016-1369

2016/09/29

(事故発生地)

千葉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品の残存する電気部品に出火の痕跡は
認められなかったが、焼損が著しく確認できな
い部品があったことから、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/11)エアコン

三菱重工業（株）（現　三
菱重工サーマルシステムズ
（株））

ＳＲＫ５０ＳＦ２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0039

A201600366

2016-1375

2016/09/15

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品に電気製品を接続して使用中
、当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、○事故発生当時、当該製品に炊
飯器を接続していた。○当該製品の接地側が著
しく焼損し、前面のカバー及び背面の本体樹脂
に穴が空いていた。○接地側の刃受金具及び錠
ばねは確認できなかった。○電圧側の刃受金具
に開きは認められず、出火の痕跡は認められな
かった。○屋内配線は当該製品の接続部付近で
異極間短絡して両極が断線し、断線部に溶融痕
が認められた。○当該製品に接続されていた炊
飯器の電源プラグに出火の痕跡は認められなか
った。●当該製品は、接地側の屋内配線の接続
部において、接触不良により異常発熱し、出火
したものと推定されるが、接地側の刃受金具等
が確認できなかったため、製品起因か否かを含
め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/11)コンセント

松下電工（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＷＮ１３０２

( 火災 )

A201600368

2016-1370

2016/09/22

(事故発生地)

沖縄県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のバッテリーパック内部のリチウム
イオン電池セルが内部短絡により出火したもの
と推定されるが、電池セルの焼損が著しいため
、内部短絡した原因の特定には至らなかった。

　輸入事業者である（株）ＵＰＱは、事故
の再発防止を図るため、２０１７年（平成
２９年）５月２５日から当該製品の充電制
御機能に係るファームウェアの更新プログ
ラムを配布するとともに、２０１７年（平
成２９年）７月２４日にホームページに情
報を掲載し、対象バッテリーパックについ
て無償で製品交換を実施している。

(受付:2016/10/11)携帯電話機（スマートフ
ォン）

（株）ＵＰＱ

ＵＰＱ　Ｐｈｏｎｅ　Ａ
０１Ｘ（ＷＨ）

( 火災 )

A201600369

2016-1377

2016/09/29

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を充電中、建物の２階を全焼
する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品の焼損は著しく、ア
ルミ製外郭ケースは片面のみ残っていた。○当
該製品内部には、リチウムポリマー電池セルが
３セル入っており、著しく焼損していた。○当
該製品の制御基板は確認できなかった。●当該
製品は、内部のリチウムポリマー電池セルの焼
損が著しく、制御基板も確認できないことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/12)リチウム電池内蔵充電器

（株）イミディア（サンワ
サプライ（株）ブランド）

７００－ＢＴＬ０１２ＢＫ
（サンワサプライ（株）ブ
ランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0040

A201600379

2016-1395

2016/09/30

(事故発生地)

栃木県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、乾燥運転中にモーターに過大な
負荷が掛かり、モーター巻線に過電流が流れた
ため、異常発熱した可能性が考えられるが、異
常発熱の原因が不明であり、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/14)電気洗濯乾燥機

日立アプライアンス（株）

ＢＷ－Ｄ９ＴＶ

( 火災 )

A201600380

2016-1396

2016/09/20

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のヒーター端子部分の異常により出
火した可能性が考えられるが、ヒーター端子が
確認できないことから、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/14)電気洗濯乾燥機

日立ホーム＆ライフソリュ
ーション（株）（現　日立
アプライアンス（株））

ＮＷ－Ｄ８ＣＸ

( 火災 )

A201600406

2016-1458

2016/10/15

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のドラム用モーターのローターとス
テーターが接触したため、浮き上がったロータ
ーのコアが接続端子台と接触することによって
端子台の巻線接続部で接触不良が生じ、焼損に
至ったものと推定されるが、ローターとステー
ターが接触した原因については特定できなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/25)電気洗濯乾燥機

東芝家電製造（株）（現　
東芝ライフスタイル（株）
）

ＡＷ－７０ＶＢ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0041

A201600437

2016-1577

2016/10/01

(事故発生地)

神奈川県

　宿泊施設で当該製品を充電中、当該製
品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、裏蓋を外した状
態の本体裏面及びリチウムイオン電池セル側の
外周側面に焼損が認められた。○本体裏面の電
池カバーの金属製爪が変形しており、電池セル
は変形箇所付近から電池セル中央に向かった部
分が著しく焼損していた。○裏蓋に焼損は認め
られず、また本体裏面を留めるねじは、８本中
７本が確認できなかった。○その他の電気部品
に出火した痕跡は認められなかった。●当該製
品のリチウムイオン電池セルが内部短絡したた
め、異常発熱して出火したものと推定されるが
、電池セルの焼損は著しく、また事故発生以前
の詳細な使用状況が不明なことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/11/10)携帯電話機（スマートフ
ォン）

ＺＴＥジャパン（株）（ソ
フトバンクモバイル（株）
ブランド）

４０２ＺＴ（ソフトバンク
モバイル（株）ブランド）

( 火災 )

A201600471

2016-1680

2016/09/08

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用後、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、ラッチスイッチと内部配線の端
子接続部で接触不良が生じたため、使用中に異
常発熱し、焼損したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/11/22)電子レンジ

（有）デリオ（（株）フィ
フティブランド）

ＰＤＲ－２０５（（株）フ
ィフティブランド）

( 火災 )

A201600477

2016-1699

2016/10/20

(事故発生地)

東京都

　当該製品に電気製品を接続していたと
ころ、当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。

　当該製品のコンセント内部に異物が侵入した
ため、刃受金具が異極間で短絡し、スパークが
発生したものと推定されるが、異物の特定及び
侵入した経緯が不明であることから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/11/25)鏡台（コンセント付家具
）

（株）山善

ＦＥＤ－１２６０（ＷＨ）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0042

A201600482

2016-1722

2016/11/10

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用後、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、扉上部のドアの開閉を確認する
マイクロスイッチ付近の焼損が著しいため、接
点部に接触不良等の不具合が発生して過熱し、
出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/11/28)電子レンジ

コーナン商事（株）

ＫＭＢ２２－０３９５Ｄ

( 火災 )

A201600563

2016-1899

2016/10/15

(事故発生地)

千葉県

　当該製品に複数の電気製品を接続して
使用中、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品の電源プラグ内部のカシメ部で異常
発熱して内部の樹脂が炭化したため、トラッキ
ング現象が発生し出火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/04)延長コード

（株）ノア

ＮＣ－１５７０

( 火災 )

A201600568

2016-1901

2016/12/22

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２０年）により、圧
縮機用運転コンデンサーが絶縁劣化したため、
内部短絡により出火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/06)エアコン（室外機）

ダイキン工業（株）

２Ｍ６８６ＸＶ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0043

A201600580

2016-1951

2016/12/28

(事故発生地)

愛知県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、長期使用（１７年）により、コ
ンプレッサー用始動リレーのＰＴＣ素子と接続
端子の間で接触不良が生じた際に、始動リレー
内部で異常発熱して出火に至ったものと考えら
れるが、焼損が著しく、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/12)電気冷蔵庫

松下冷機（株）（現　パナ
ソニック（株））

ＮＲ－Ｂ１３Ｔ３

( 火災 )

A201600657

2016-2146

2017/02/01

(事故発生地)

静岡県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、ヒーター線の検知線が複数箇所
で断線した場合、安全装置が断線間での異常発
熱を検知できない構造であったため、ヒーター
線の異常発熱によりヒーター線が半断線状態に
なり、接触不良によるスパークが発生し、焼損
に至ったものと考えられる。

　ワタナベ工業（株）及び（株）山善では
、事故の再発防止を図るため、平成２６年
６月１３日にＨＰに掲載し、局所過熱によ
りヒーター線が硬化したり、ライン状に変
色している場合は使用を中止する旨の注意
喚起を行っている。

(受付:2017/02/06)電気カーペット

（株）タツノテック（現　
ワタナベ工業（株）が事業
承継）（（株）山善ブラン
ド）

ＨＵ－２０１（（株）山善
ブランド）

( 火災 )

A201600663

2016-2148

2017/01/28

(事故発生地)

群馬県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、電源基板の銅箔パターン間にお
いて亀裂が生じてトラッキング現象が発生し、
出火に至ったものと考えられるが、亀裂の発生
した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/08)液晶ディスプレイモニタ
ー

日本サムスン（株）（現　
サムスン電子ジャパン（株
））

２４５Ｂ　ｐｌｕｓ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0044

A201600676

2016-2200

2017/02/03

(事故発生地)

愛知県

　倉庫で当該製品を充電中、当該製品及
び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパック内部のリチウ
ムポリマー電池セルが内部短絡したため、異常
発熱して出火したものと推定されるが、バッテ
リーパックの焼損が著しく、確認できない部品
があったことから、電池セルが内部短絡した原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/14)電気掃除機（充電式、モ
ップ型）

（株）アピコ

ＥＫ－３０

( 火災 )

A201600687

2016-2222

2017/01/28

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のヒーターガラス管封止部の異常発
熱により破損に至ったと考えられるが、詳細な
使用状況が不明であることから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/16)電気ストーブ（ハロゲン
ヒーター）

フカイ工業（株）

ＹＳＨ－８００

( 火災 )

A201600692

2016-2225

2017/02/02

(事故発生地)

栃木県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品のモータースイッチ付近から出火し
たものと考えられるが、詳細な使用状況は不明
であり、また、焼損が著しく確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/17)電気ポンプ（井戸用）

日本電産シバウラ（株）（
現　日本電産テクノモータ
（株））（（株）東芝ブラ
ンド）

ＭＰＷ－２５８－５（（株
）東芝ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0045

A201600704

2016-2275

2017/01/28

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品の焼損は著しく、確認できない電気
部品があったことから、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/21)電気ストーブ（オイルヒ
ーター）

ユーレックス（株）

ＵＮ８１４ＥＰＳ

( 火災 )

A201600722

2016-2319

2017/02/14

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品を使用中、当該製品内部を焼
損する火災が発生した。

　当該製品の加熱コイル引出線の接続端子部に
カシメ不良があったため、加熱コイルが異常発
熱して焼損に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/28)電気炊飯器

パナソニック（株）

ＳＲ－ＰＡ１０５

( 火災 )

A201600728

2016-2321

2017/02/19

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、バッテリーパックのリチウムイ
オン電池セル内部に異物が混入したため、内部
短絡が生じて異常発熱し、出火に至ったものと
推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/01)ノートパソコン

富士通（株）（現　富士通
クライアントコンピューテ
ィング（株））

ＦＭＶＳ５４ＫＤＢＷ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0046

A201600745

2016-2381

2017/02/21

(事故発生地)

岐阜県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
の内部部品を焼損する火災が発生してい
た。

　当該製品は、インバーター基板のトランスの
はんだ付け部ではんだクラックが生じたため、
接触不良により異常発熱し、焼損に至ったもの
と考えられるが、はんだ付け部の焼損が著しく
、はんだクラックが生じた原因の特定には至ら
なかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/07)液晶テレビ

ソニーイーエムシーエス（
株）（現　ソニーグローバ
ルマニュファクチャリング
＆オペレーションズ（株）
）

ＫＤＬ－４０Ｆ１

( 火災 )

A201600788

2017-0001

2017/03/13

(事故発生地)

群馬県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、電源回路の一次側にあるセラミ
ックコンデンサーに不具合品が混入したため、
内部短絡が生じて破損し、発煙したものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/27)液晶テレビ

シャープ（株）

ＬＣ－６０Ｇ７

( 火災 )

A201600790

2017-0003

2017/03/16

(事故発生地)

富山県

　保育園で火災報知機が鳴動したため確
認すると、当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生していた。

　当該製品は、長期使用（２５年）により、モ
ーター軸受が固着したため、モーター巻線が異
常発熱して周辺のほこりに着火し、出火したも
のと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。　なお、パナソニックエコシ
ステムズ（株）は、事故の再発防止を図る
ため、２００７年（平成１９年）９月７日
から同社ホームページに「長年ご使用の扇
風機の使用についてのお知らせとお願い」
として注意事項を掲載し、不具合がある場
合には使用を中止するよう呼び掛けている
。

(受付:2017/03/28)扇風機

松下精工（株）（現　パナ
ソニック　エコシステムズ
（株））

Ｆ－３０Ｌ２Ｄ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0047

A201600792

2017-0008

2017/01/22

(事故発生地)

栃木県

　ビニールハウスで当該製品及び周辺を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、電源スイッチ又はポンプモータ
ーの運転用コンデンサーから出火したものと推
定されるが、焼損が著しく、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/28)高圧洗浄機

（株）丸山製作所

ＭＫＷ８０７ＭＤ

( 火災 )

A201600801

2017-0028

2017/03/01

(事故発生地)

愛知県

　作業場で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品は、サーキットブレーカーの接点で
接触不良が生じて異常発熱し、出火した可能性
が考えられるが、焼損が著しく、確認できない
部品があったことから、事故原因の特定には至
らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/31)空気圧縮機

（株）ワールドネット

ＡＣ－３０５０

( 火災 )

A201700003

2017-0046

2017/03/18

(事故発生地)

大阪府

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、内部基板上の電源ラインにおい
て、銅箔パターン間でトラッキング現象が生じ
て出火したものと推定されるが、トラッキング
現象が生じた原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/03)ＩＨ調理器

オカダジーエージェイ（株
）（（株）ヤハタブランド
）

ＣＩ－１０１ＹＧ（（株）
ヤハタブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0048

A201700006

2017-0047

2016/12/19

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。（Ａ201600735と同一事故）

　当該製品のリチウムイオン電池セルの不具合
により、異常発熱し、出火したものと推定され
る。

　輸入事業者である（株）ハックでは、当
該製品と同時期に販売したリチウム電池内
蔵充電器について、２０１６年（平成２８
年）１１月１８日にホームページに情報を
掲載するとともに、店頭告知を行い、製品
回収および返金を実施していたが、当該製
品についても、発煙、発火に至るおそれが
あるため、対象機種へ追加し、２０１７年
（平成２９年）２月２７日にホームページ
の情報を更新するとともに、インターネッ
ト検索サイトのバナー告知を実施している
。

(受付:2017/04/03)リチウム電池内蔵充電器

（株）ハック（（株）平野
商会ブランド）

ＨＲＮ－２６５（（株）平
野商会ブランド）

( 火災 )

A201700028

2017-0093

2017/03/19

(事故発生地)

東京都

　飲食店で当該製品を焼損し、周辺を汚
損する火災が発生した。

　当該製品は、コンプレッサーのオーバーロー
ドリレーにつながる端子台のタブ端子と、内部
配線のファストン端子との接続部に不具合があ
ったため、接触不良が生じて異常発熱し、出火
に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/13)電気冷凍庫

三ツ星貿易（株）

ＭＡ－６０５８ＳＬ

( 火災 )

A201700034

2017-0114

2017/04/05

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を焼損する火災が発生し、２
名が軽傷を負った。

　事故原因は、コントローラー基板上の温水ヒ
ーター用コネクター接続部にメッキ不良があり
、使用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥が
れてコネクター部分が接触不良となり発熱し、
その影響により、コントローラー基板上のはん
だ付け部にはんだクラックが生じ、絶縁不良と
なり、異極間でスパークし、焼損したものと考
えられる。

　東陶機器（株）（現　ＴＯＴＯ（株））
は、当該製品を含む対象機種について、製
品内部の一部接続部で接触不良が発生し、
プラスチック製タンクの一部から発煙・出
火に至るおそれがあることから、平成１９
年４月１６日にホームページへ情報を掲載
するとともに、翌１７日に新聞社告を掲載
し、注意喚起を行うとともに、対象製品に
ついて無償点検・改修を実施している。

(受付:2017/04/17)温水洗浄便座

東陶機器（株）（現　ＴＯ
ＴＯ（株））

ＴＣＦ９７０

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0049

A201700053

2017-0191

2017/04/14

(事故発生地)

東京都

　当該製品でリチウム電池内蔵充電器及
び他社製の携帯電話機を充電中、当該製
品を焼損し、周辺を汚損する火災が発生
した。

　当該製品のダイオードに不具合があったため
、異常発熱し、近傍の外郭ケースが溶融したも
のと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/27)ＡＣアダプター（携帯電
話機用）

日立マクセル（株）

Ｍ－２ＡＣＵＳＢ２Ａ

( 火災 )

A201700086

2017-0266

2017/04/27

(事故発生地)

大分県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　当該製品のリチウムイオン電池セルの不具合
により、異常発熱して出火したものと推定され
る。

　輸入事業者である（株）ハックでは、当
該製品を含む対象機種について、２０１６
年（平成２８年）１１月１８日にホームペ
ージに情報を掲載するとともに、店頭告知
を行い、製品回収および返金を実施してい
る。また、当該製品と同時期に販売したリ
チウム電池内蔵充電器についても、発煙、
発火に至るおそれがあるため、対象機種へ
追加し、２０１７年（平成２９年）２月
２７日にホームページの情報を更新すると
ともに、インターネット検索サイトのバナ
ー告知を実施している。

(受付:2017/05/18)リチウム電池内蔵充電器

（株）ハック

ＨＡＣ１０７８

( 火災 )

A201700111

2017-0416

2017/05/17

(事故発生地)

新潟県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　調査の結果、電源回路のコンデンサー容量が
抜けてトランジスタ－故障が発生し、トランジ
スタ－に過電流が流れた際に、ＡＣアダプター
の電流制限保護回路が機能しなかったためトラ
ンジスターが異常発熱し、発火に至ったものと
考えられる。（Ａ201700104と同一事故）

　沖電気工業（株）、東日本電信電話（株
）及び西日本電信電話（株）は、対象製品
について、事故の再発防止を図るため、平
成２３年１月１７日にプレスリリース及び
ホームページへ情報を掲載するとともに、
平成２３年１月２１日から使用者へダイレ
クトメールを送付し、同年１月２４日より
、当該製品のＡＣアダプターを回収し、異
常電流を防止するためのヒューズを内蔵し
たＡＣアダプターへの無償交換を実施して
いる。

(受付:2017/05/29)ルーター（パソコン周辺
機器）

沖電気工業（株）（東日本
電信電話（株）ブランド）

ＲＴ－２００ＫＩ（東日本
電信電話（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0050

A201700115

2017-0417

2017/05/27

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品のバッテリーパックに使われている
リチウムイオン電池セルの製造時の不具合によ
り、導電性異物がセル内に混入し、充放電等を
繰り返すうちに、内部短絡して異常発熱し焼損
したものと推定される。

　製造事業者である東芝クライアントソリ
ューション（株）では、事故の再発防止を
図るため、２０１６年（平成２８年）１月
２８日にホームページに情報を掲載すると
ともに、同月２９日に新聞社告を行い、対
象バッテリーパック（特定の期間に製造し
た電池セルを使用したもの）の無償交換を
行っている。

(受付:2017/05/30)ノートパソコン

（株）東芝（現　東芝クラ
イアントソリューション（
株））

ｄｙｎａｂｏｏｋ　Ｒ
７３１／３７Ｃ

( 火災 )

A201700121

2017-0438

2017/05/25

(事故発生地)

愛知県

　当該製品にスマートフォンを接続して
充電中、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　当該製品は、内部のリチウムイオン電池セル
が内部短絡したため、異常発熱して出火したも
のと推定されるが、焼損が著しく、電池セルが
内部短絡した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/01)リチウム電池内蔵充電器

夏黎（株）

Ｋ０００７

( 火災 )

A201700142

2017-0499

2017/05/16

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、電源基板のコンデンサーに不具
合があったため、内部短絡を生じて異常発熱し
、出火に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/13)ＩＨ調理器

オカノ（株）（東邦金属工
業（株）ブランド）

ＥＦ－１－ＩＨ（東邦金属
工業（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0051

A201700145

2017-0501

2017/05/22

(事故発生地)

栃木県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は、電源スイッチ付近から出火した
ものと推定されるが、電源スイッチ付近の焼損
が著しく、確認できない部品があったことから
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/06/14)照明器具（水槽用）

寿工芸（株）

ツインライト９００リフト

( 火災 )

A201700162

2017-0559

2017/05/08

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　事故の原因は、当該製品の強弱切替え用に使
用されているダイオードが不良品であったこと
により、ダイオードが異常発熱し、出火したも
のと考えられる。

　ユアサプライムス（株）では、再発防止
として、２０１６年３月１９日より情報を
公開し、リコールを行っている。

(受付:2017/06/22)電気ストーブ（カーボン
ヒーター）

ユアサプライムス（株）

ＹＡ－Ｃ９４５ＳＲ

( 火災 )

A201700196

2017-0652

2017/05/22

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　事故原因は、当該製品のコンプレッサー始動
用に使用されている始動リレー（起動用電気部
品）内のＰＴＣ素子（電流を制御する部品）の
品質にばらつきがあること等により発熱故障し
、始動リレー内部で発煙・焼損したものと考え
られる。

　シャープ（株）は、事故の再発防止を図
るため、平成２４年４月１７日にホームペ
ージに情報を掲載するとともに新聞社告を
行い、当該製品を含む対象製品について、
無償点検・部品交換を実施している。

(受付:2017/07/05)電気冷蔵庫

シャープ（株）

ＳＪ－ＷＡ３５Ｃ

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0052

A201700198

2017-0673

2017/06/23

(事故発生地)

沖縄県

　施設で当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、当該製品の電源コードと機体内
部配線との接続端子台において、ねじの締め込
み不足により、ねじ止め接続部の接触不良が発
生したため、接続端子台が過熱し、出火したも
のと推定される。

　輸入事業者であるさつき（株）は、事故
の再発防止を図るため、２０１２年（平成
２４年）１月１２日にホームページに情報
を掲載し、同月２３日から宅配水業者を通
じて対象製品の無償交換を実施している。

(受付:2017/07/07)ウォーターサーバー

さつき（株）

ＴＷＭ－Ｎ－００１

( 火災 )

A201700234

2017-0884

2017/07/10

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品の電源を入れたところ、当該
製品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は、長期使用により、
高圧部品の樹脂製ケースが劣化して亀裂が生じ
、堆積されたスス、ホコリ、油煙等により絶縁
性能が低下したことで、近傍の部品に放電、着
火し、背面カバーに延焼したものと推定される
。

　製造事業者である松下電器産業（株）（
現　パナソニック（株））では、事故の再
発防止を図るため、１９９８年（平成１０
年）４月１５日に新聞社告を行うとともに
、２００２年（平成１４年）１０月にホー
ムページに情報を掲載し、当該製品を含む
対象製品について、無償改修を実施してい
る。

(受付:2017/07/24)テレビ（ブラウン管型）

松下電器産業（株）（現　
パナソニック（株））

ＴＨ１５－Ｍ９ＶＲ

( 火災 )

A201700244

2017-0894

2017/07/10

(事故発生地)

長野県

　異音がしたため確認すると、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生していた
。

　調査の結果、当該製品の電子部品（バリスタ
）が絶縁劣化して異常発熱したため、発煙、発
火に至ったものと推定される。

　輸入事業者である（株）ノアは、事故の
再発防止を図るため、２０１０年（平成
２２年）１月１５日にプレスリリースを行
うとともに、同年３月４日付でホームペー
ジに情報を掲載し、当該製品を含む対象機
種について無償交換を実施している。

(受付:2017/07/28)雷保護装置

（株）ノア

ＮＥ－２２２

( 火災 )



　製品区分：　01.家庭用電気製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0053

A201700254

2017-0942

2017/07/24

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の内部部
品を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、当該製品は内部電源配線のコネ
クター端子樹脂に、本来の仕様とは異なる保護
被膜の施されていない赤リン系難燃剤が使用さ
れていたため、湿度の影響でリン酸が生じて端
子金属が腐食し、端子間で短絡が生じて焼損し
たものと推定される。

　製造事業者であるエプソンダイレクト（
株）は、事故の再発防止を図るため、
２０１５（平成２７）年６月２９日付けで
ホームページに情報を掲載するとともに、
連絡先が判明している購入者へのダイレク
トメールの送付等を行い、当該製品を含む
対象機種について、無償で修理を実施して
いる。

(受付:2017/08/03)デスクトップパソコン

エプソンダイレクト（株）

ＰＵ１００Ｓ

( 火災 )

A201700284

2017-0984

2017/08/03

(事故発生地)

岡山県

　コインランドリーで異臭がしたため確
認すると、当該製品を焼損する火災が発
生していた。

　調査の結果、当該製品は、内部の基板に取り
付けた電子部品のはんだ強度が不十分であった
ため、使用中の温度変化や振動等によってはん
だクラックが生じ、発熱、発火したものと推定
される。

　製造事業者であるケーピーエス工業（株
）及び販売事業者である三洋電機（株）は
、事故の再発防止を図るため、２００９年
（平成２１年）１２月１８日付けで両社の
ホームページに情報を掲載するとともに、
販売店を通じて使用者に連絡し、当該製品
を含む対象機種について、無償で点検、修
理を実施している。

(受付:2017/08/10)電気ポンプ

ケーピーエス工業（株）（
三洋電機（株）ブランド）

Ｐ－ＥＣ６００Ｕ２Ｓ（三
洋電機（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　02.台所・食卓用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0054

A201500636

2015-2234

2015/12/18

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品をお湯で洗浄中、当該製品が
割れて、手を負傷した。

　調査の結果、○当該製品を４２℃のお湯で洗
っている最中に急に割れ、手の甲に怪我をした
。○耐熱ガラス容器の破損したガラスの破片は
１枚であり、破断した右側の口部から約２ｃｍ
下の外面側に破壊起点が認められ、破壊は、起
点から口部２か所に向かって進行していた。○
耐熱ガラス容器の外面側端部の破壊起点に直線
状の傷が認められ、その近辺にも平行して直線
状の傷が２本認められたが、傷が生じた原因及
び時期は不明である。○破断面には凸凹のある
模様は認められず、滑らかであった。●当該製
品は、本体外面側に傷が生じ、洗浄時の応力等
によって傷が伸展し、破損に至ったものと考え
られるが、傷が生じた原因及び時期が不明であ
ることから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/06)容器（耐熱ガラス製）

（株）良品計画

耐熱ガラスピッチャー・大
　１Ｌ

( 重傷 )

A201600799

2017-0026

2017/02/20

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品の回転板
が落下し、左足指を負傷した。

　当該製品は、開梱時に既に天板と台座の接着
がはく離して分離しており、使用者が当該製品
を破損したまま使用したため天板が落下して負
傷したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/31)回転台（大理石製）

パール金属（株）

Ｄ－３５８１

( 重傷 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0055

A201600155

2016-0678

2016/06/25

(事故発生地)

東京都

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、長期使用（２８年）により、オ
ーブンの点火スイッチの接点が劣化し溶着した
ため、イグナイターが赤熱し庫内に置かれてい
た可燃物に着火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/06/30)ガスレンジ（ＬＰガス用
）

（株）ツナシマ商事

３１－９ＫＷ

( 火災 )

A201600225

2016-0875

2016/07/24

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品とガスホースの接続部又は当該製品
内部のガス導管接続部から漏えいしたガスに左
こんろの炎が引火した可能性が考えられるが、
ガス接続口付近のガスホースが焼損しており、
ガス導管接続部に装着されたＯリング等の焼損
が著しく、事故発生時の詳細な状況も不明なた
め、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/29)ガスこんろ（都市ガス用
）

（株）ハーマン（東京ガス
（株）ブランド）

ＬＷ２２６６ＴＬ（東京ガ
ス（株）ブランド：型式Ｈ
Ｒ－ＴＵＳ２Ｃ－Ｈ６ＧＳ

( 火災 )

A201600393

2016-1420

2016/10/10

(事故発生地)

新潟県

　異臭がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品は、長期使用（１７年）かつ海岸近
傍に設置されていたことから、ガスパイプ継手
及びガス接続口金具が塩分による影響で腐食が
促進されたため、亀裂が生じてガス漏れが発生
し、点火操作時のスパーク、若しくは炎口部の
燃焼炎により引火して事故に至ったものと推定
される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/19)屋外式（ＲＦ式）ガス給
湯付ふろがま（都市ガス
用）

（株）ノーリツ

ＧＴ－２０１２ＳＡＷＸ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0056

A201600417

2016-1473

2016/10/21

(事故発生地)

群馬県

　飲食店で当該製品の点火操作を繰り返
したところ、当該製品を焼損する火災が
発生した。

　当該製品にガス漏れ等の異常は認められなか
ったが、事故発生時の詳細な状況が不明なため
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/28)半密閉式（ＦＥ式）ガス
瞬間湯沸器（都市ガス用
）

（株）ノーリツ

ＧＱ－２４２１ＷＺ－ＨＰ
－２

( 火災 )

A201600440

2016-1576

2016/10/04

(事故発生地)

群馬県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、取扱説明書に記載された清掃方
法の内容が不十分であったため、内部に使用者
が掃除しきれなかったほこり等が堆積し、その
ほこりにヒーター用バーナーの火が着火し、周
辺の可燃物を焼損したものと推定される。

　（株）ダイワコーポレーションは、平成
２７年７月３１日をもって当該製品の一般
向け販売を終了しており、平成２８年１０
月１１日に使用者へ「定期点検のお勧め」
の旨、ダイレクトメールを送付し、希望者
には点検及び清掃を行うこととした。

(受付:2016/11/10)ガス衣類乾燥機（ＬＰガ
ス用）

（株）ダイワコーポレーシ
ョン

ＦＧＳ１７ＡＷＦ

( 火災 )

A201600470

2016-1675

2016/11/04

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を使用中、シャワーから出た
お湯で火傷を負った。

　当該製品から熱水が吐出され火傷に至ったも
のと推定されるが、熱水を発生させた経緯は不
明であり、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/11/22)屋外式ガス給湯暖房機（
ＬＰガス用）

（株）ノーリツ

ＧＴＨ－２４３５ＳＡＷＸ

( 重傷 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0057

A201600514

2016-1775

2016/11/13

(事故発生地)

東京都

　当該製品を使用中、当該製品の周辺を
焼損する火災が発生した。

　当該製品は、製品に付属しているエアフィル
ター（空気吸込口に設置）を使用時に付けてい
なかった可能性が高いことから、製品内部に堆
積したほこり又は空気吸込口から吸い込まれた
ほこりが燃焼筒で熱せられ火の粉になって噴き
出された可能性が考えられるが、燃焼筒の異常
も含めた機器の詳細な確認ができなかったため
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/09)密閉式ガス温風暖房機（
都市ガス用）

三菱電機（株）（東京ガス
（株）ブランド）

ＶＧＴ－４２６ＨＴ－Ｔ（
東京ガス（株）ブランド）

( 火災 )

A201600539

2016-1866

2016/12/12

(事故発生地)

茨城県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２５年）により、バ
ーナートップの点火性能及び燃焼温度を安定さ
せるための部品（青炎キャップ）の破損により
燃焼状態が悪くなり、缶体底部の耐火材に未燃
灯油が染み込むとともに缶体と耐火材の隙間か
ら缶体ベースに漏れ出した未燃灯油に、燃焼時
に強風で缶体の隙間やバーナー部の空気取入口
の隙間等からあふれ出た高温の燃焼ガスが引火
したものと推定されるが、使用者が燃焼が断続
的になる等の不調があった状態で使用を継続し
たことも事故発生に影響したものと考えられる
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/26)石油給湯機付ふろがま

（株）トヨトミ

ＢＳＦ－３１００

( 火災 )

A201600542

2016-1867

2016/12/17

(事故発生地)

鹿児島県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生した。

　当該製品は漏れた灯油が灰だまりの灰に多量
に浸み込み、薪をたいたあと火が消えていない
状態にあったため、灰に浸み込んだ灯油が燃焼
室内で気化し、薪の残火が引火して事故に至っ
たものと考えられるが、灯油が多量に漏れた原
因は不明であり、製品起因か否かを含め、事故
原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/12/26)石油給湯機（薪兼用）

（株）長府製作所

ＬＨＧ－３５ＳＤ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0058

A201600560

2016-1896

2016/12/12

(事故発生地)

愛知県

　当該製品を焼損し、周辺を汚損する火
災が発生した。

　当該製品のグリル庫内に付着した油脂等に着
火し出火に至った可能性が考えられるが、ガス
通路の気密性が確認できず、詳細な使用状況等
が不明であるため、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/04)ガスこんろ（都市ガス用
）

リンナイ（株）

ＧＴ－６２ＲＡ

( 火災 )

A201600584

2016-1942

2017/01/03

(事故発生地)

福岡県

　当該製品を使用中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品の電磁ポンプ本体のねじ穴に加工不
良があったため、アキュムレーターと本体の間
に隙間が生じたことにより灯油漏れが発生し、
漏れた灯油が本体内部にたまり、熱交換器及び
排気集合筒の熱により発火し、焼損に至ったも
のと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/13)石油給湯機付ふろがま

（株）ノーリツ

ＯＴＱ－４０５ＳＡＹ

( 火災 )

A201600589

2016-1969

2016/12/17

(事故発生地)

埼玉県

　美容室で当該製品及び周辺を焼損する
火災が発生した。

　当該製品に異常燃焼の痕跡等、出火に至る異
常は認められなかったが、安全装置の作動状況
や事故発生時の詳細な状況が不明なため、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/16)ガス衣類乾燥機（都市ガ
ス用）

リンナイ（株）

ＲＤＴ－５１ＳＡ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0059

A201600591

2016-1970

2017/01/05

(事故発生地)

香川県

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２０年）により、熱
交換器の胴板に穴があき、炎が外へ噴出した結
果、送油管の接続部から漏れた灯油に引火し、
焼損に至ったものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/16)石油給湯機

タカラスタンダード（株）

ＦＤ－４１Ｓ

( 火災 )

A201600593

2016-1971

2017/01/05

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、長期使用（２６年）により、制
御基板上に異物が付着し、トラッキング現象が
生じて出火したものと推定される。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/16)石油温風暖房機（開放式
）

シャープ（株）

ＯＫ－Ａ３０Ｃ

( 火災 )

A201600627

2016-2050

2017/01/11

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生した。

　当該製品は、点火不良等により燃焼室内に未
燃灯油がたまり、再点火時にたまった未燃灯油
に着火して火災に至ったものと推定されるが、
焼損が著しく、点火不良等が起きた経緯は不明
であり、製品起因か否かを含め、事故原因の特
定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/27)石油給湯機

（株）長府製作所

ＩＢ－３ＳＭ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0060

A201600655

2016-2142

2017/01/20

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品及び周辺を焼損する火災が発
生し、１名が死亡した。

　当該製品は、使用者がガスこんろ上に可燃物
を置いたままグリルを使用したため、グリル排
気口から排出された高温の排ガスで可燃物が発
火し、火災に至ったものと推定されるが、事故
発生時の詳細な状況及び消し忘れ防止装置の作
動の有無が不明のため、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/06)ガスこんろ（ＬＰガス用
）

（株）パロマ

ＩＣ－３２０ＳＦ－Ｒ

( 火災  死亡 )

A201600660

2016-2143

2017/01/13

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を使用中、建物を全焼する火
災が発生し、１名が死亡、３名が重傷、
１名が軽傷を負った。

　当該製品の焼損は著しく、確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/06)石油温風暖房機（開放式
）

ダイニチ工業（株）

ＦＷ－４６５Ｌ

( 火災  死亡  重傷 )

A201600671

2016-2197

2017/01/31

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品に他社製のカセットボンベを
装着して点火したところ、当該製品を焼
損する火災が発生した。（A201600678
と同一事故）

　当該製品は、カセットボンベとの接続部のＯ
リングが大きく溝からはみ出していたため、使
用者が当該製品にカセットボンベを接続させた
際、接続部でガス漏れが生じ、漏れたガスに引
火したものと考えられるが、Ｏリングがはみ出
した原因が不明であり、製品起因か否かを含め
、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/13)カセットこんろ

東邦金属工業（株）

Ｋ－３１

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0061

A201600709

2016-2271

2016/12/27

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品を装着していた他社製のカセ
ットこんろを使用中、当該製品が破裂し
、周辺を焼損する火災が発生し、２名が
軽傷を負った。（A201600716と同一事
故）

　当該製品のバルブのパッキンが劣化して亀裂
が生じ、ガス漏れが生じた可能性が考えられる
が、事故当時に接続していたカセットこんろの
器具栓のパッキンにも劣化が認められ、どちら
のガス漏れが原因で事故に至ったのか不明であ
り、製品起因か否かを含め、事故原因の特定に
は至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/21)カセットボンベ

（株）ニチネン

マイ・ボンベＬ

( 火災 )

A201600716

2016-2293

2016/12/27

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品に他社製のカセットボンベを
装着して使用中、カセットボンベが破裂
し、当該製品を焼損する火災が発生し、
２名が軽傷を負った。（A201600709と
同一事故）

　当該製品の器具栓内にあるパッキンが劣化し
てガス漏れが生じた可能性が考えられるが、事
故当時に接続していたカセットボンベのパッキ
ンにも劣化が認められ、どちらのガス漏れが原
因で事故に至ったのか不明であり、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/24)カセットこんろ

（株）千石（（株）グリー
ンウッドブランド）

ＧＣＡ－１（（株）グリー
ンウッドブランド）

( 火災 )

A201600750

2016-2401

2017/02/28

(事故発生地)

石川県

　異音がしたため確認すると、当該製品
を焼損する火災が発生していた。

　当該製品は、長期使用（１２年）に加え、潮
風等の影響を受けて、ガス電磁弁ブロックの腐
食が促進されたことにより亀裂が生じてガスが
漏れ、製品内部で発生したスパーク等により漏
れたガスに引火し、火災に至ったものと推定さ
れる。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/09)屋外式（ＲＦ式）ガス瞬
間湯沸器（ＬＰガス用）

髙木産業（株）（現　パー
パス（株））

ＧＳ－２０４Ｗ

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0062

A201600765

2016-2440

2017/03/01

(事故発生地)

長崎県

　建物を全焼する火災が発生し、１名が
軽傷を負った。現場に当該製品があった
。

　当該製品は、温風吹出口付近に置かれていた
スプレー缶が過熱されて破裂し、火災に至った
ものと推定されるが、事故発生時の詳細な状況
が不明であり、焼損が著しく確認できない部品
があったことから、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/03/17)開放式ガス温風暖房機（
ＬＰガス用）

リンナイ（株）

ＲＣ－３３９Ｅ

( 火災 )

A201700010

2017-0044

2017/03/21

(事故発生地)

大阪府

　当該製品の給油タンクを引き抜いたと
ころ、当該製品及び周辺を焼損する火災
が発生した。

　事故原因は、当該製品のカートリッジタンク
の蓋（口金キャップ）が閉まったと誤認し、カ
ートリッジタンクを出し入れする際に蓋が外れ
、漏れた灯油に引火し、火災に至ったものと考
えられる。

　（株）千石は、当該製品を含む対象機種
について、平成２２年９月１日に新聞社告
を掲載し、また、ホームページへの情報掲
載により、注意喚起を行うとともに、蓋の
部品を変更したカートリッジタンクとの無
償交換を実施している。

(受付:2017/04/04)石油ストーブ（開放式）

（株）千石（（株）グリー
ンウッドブランド）

ＧＫＰ－Ｓ２４１Ｎ（（株
）グリーンウッドブランド
）

( 火災 )

A201700022

2017-0080

2017/04/02

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を焼損する火災が発生した。 　当該製品は、イグナイター下部の燃焼管の入
口よりあふれた炎によってイグナイターが焼け
、その熱で機体内部が温度上昇してガスメカの
パッキンが損傷してガス漏れが生じ、更にガバ
ナのダイヤフラムが劣化したことでガス漏れが
拡大して延焼に至ったと考えられるが、炎あふ
れが生じた原因が不明のため、製品起因か否か
を含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/12)屋外式（ＲＦ式）ガスふ
ろがま（都市ガス用）

（株）ノーリツ（大阪ガス
（株）ブランド）

ＧＳＹ－１３２Ｄ－ｅ（大
阪ガス（株）ブランド：型
式１３１－Ｎ９５０）

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0063

A201700052

2017-0186

2017/04/19

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、当該製品を焼損し
、周辺を汚損する火災が発生した。

　当該製品は、グリルの器具栓からガスが漏れ
、漏れたガスにグリルの炎が引火したものと考
えられるが、グリルの器具栓が焼損しているた
め、ガス漏れが生じた原因の特定には至らなか
った。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/04/27)ガスこんろ（都市ガス用
）

（株）パロマ

ＩＣ－Ｋ６９０Ｂ－１Ｒ

( 火災 )

A201700155

2017-0542

2017/06/10

(事故発生地)

岡山県

　飲食店で当該製品にガスボンベを接続
して使用中、当該製品及び周辺を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品のガスボンベ取付け部の固定ネジに
締め付け不良があったため、取付け部にすき間
が生じてガスが漏れ、バーナーの火が引火して
火災に至ったものと推定される。

　（株）旭製作所は、平成２６年１２月
１１日付けで新聞及びホームページに社告
を掲載し、固定ネジを規定トルクで締め付
け直した対策品との交換を実施している。

(受付:2017/06/20)ガストーチ

（株）旭製作所（岩谷産業
（株）ブランド）

ＣＢ－ＴＣ－ＣＰＲＯ３（
岩谷産業（株）ブランド）

( 火災 )

A201700200

2017-0684

2017/06/27

(事故発生地)

愛知県

　飲食店で当該製品を点火したところ、
当該製品及び周辺を焼損する火災が発生
した。

　当該製品は、液化ガスをバーナーの熱で温め
るためのヒートパイプ接続部で、Ｏリングがか
み込んだ状態で固定ねじを無理に締め付けたた
め、Ｏリングが破れるとともに固定ねじの締め
付け不足となり、ヒートパイプの接続部からガ
ス漏れが生じ、出火に至ったものと推定される
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/07/10)ガストーチ

パール金属（株）

ＵＦ－１４

( 火災 )



　製品区分：　03.燃焼器具

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0064

A201700316

2017-1073

2017/08/11

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を点火したところ、当該製品
及び周辺を焼損する火災が発生した。

　当該製品のガスボンベ取付け部の固定ネジに
締め付け不良があったため、取付け部にすき間
が生じてガスが漏れ、バーナーの火が引火して
火災に至ったものと推定される。

　（株）旭製作所は、平成２６年１２月
１１日付けで新聞及びホームページに社告
を掲載し、固定ネジを規定トルクで締め付
け直した対策品との交換を実施している。

(受付:2017/08/30)ガストーチ

（株）旭製作所（岩谷産業
（株）ブランド）

ＣＢ－ＴＣ－ＣＰＲＯ３（
岩谷産業（株）ブランド）

( 火災 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0065

A201500573

2015-2106

2015/11/30

(事故発生地)

秋田県

　当該製品を脚立として使用中、転倒し
、右足を負傷した。

　調査の結果、○事故発生当時、使用者はコン
クリートブロックを地面上に敷き詰めた場所に
当該製品を設置し、天板を含め２段目の踏ざん
に乗って作業を行っていた。○当該製品は、支
柱が最下段の踏ざん取付け部の直下で内側に折
れ曲がっており、同部位の補助金具も折れ曲が
っていた。○各支柱端部の樹脂に著しい変形、
摩耗などは認められなかった。●当該製品の事
故発生後の状況から、作業中にバランスを崩し
て横方向に転倒した際、倒れた脚立の支柱に身
体が落下するなどの衝撃が加わり、支柱が内側
に折れ曲がったものと推定されるが、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。　なお、同等品は、ＳＧ基準を満足してい
る。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/12/14)脚立（はしご兼用、アル
ミニウム合金製）

アルインコ（株）

ＧＫＮ１２０ＳＥＡ

( 重傷 )

A201500602

2015-2179

2015/10/31

(事故発生地)

東京都

　集会所で当該製品のロック部が外れ、
天板が落下し、子供が右足指を負傷した
。

　調査の結果、○集会所で脚が折りたたみ式の
テーブルの天板が落下した際に、側にいた女児
の右足小指に当たって負傷した。○事故発生時
、周囲に大人がいなかったため、詳細な事故発
生状況は不明である。○事故現場にあった１０
脚のうち、事故が発生した製品を特定すること
はできなかったが、返却された６脚全てに脚を
固定するストッパー金具の変形が認められた。
○ストッパー金具が変形している脚は、取扱説
明書に記載されている設置方法で設置しても脚
をロックすることができず、その状態でテーブ
ルを長手方向に引っ張ると容易に脚がたたまれ
る状態が認められた。○ストッパー金具が変形
していない脚について、取扱説明書に記載され
ている設置方法によらず、先に固定バーを上に
引いてから脚を起こす操作をしたところ、スト
ッパー金具が脚に引っ掛かかり、完全に脚が起
きない状態が認められた。○製品開発段階でＪ
ＩＳ　Ｓ　１０３１：２０１４（オフィス家具
－机・テーブル）に準じて、安定性試験、持続
垂直力試験、静的垂直力試験、静的水平力試験
、落下試験及び水平面に対する衝撃試験を実施
したところ、いずれも基準を満たしていた。●
当該製品は、取扱説明書による設置方法以外で
の設置を繰り返したことにより、折りたたみ脚
ロック部分のストッパー金具が変形して脚をロ
ックすることができなくなり、容易に脚が折り
たたまれてしまう状態であったが、使用者がロ
ック金具が正常に機能する状態ではない製品を
撤去等の処置をせず使用したため、事故に至っ
たものと推定される。しかしながら、事故発生
時の詳細な使用状況が不明であり、当該製品の
強度を確認できなかったことから、製品起因か
否かを含め、事故原因の特定には至らなかった
。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/12/24)折りたたみテーブル

アイリスチトセ（株）

ＢＴ－１８４５Ｇ

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0066

A201500647

2015-2277

2015/12/31

(事故発生地)

大阪府

　当該製品を使用中、転倒し、右手首を
負傷した。

　調査の結果、○当該製品は、玄関土間付近の
廊下（土間との段差は約２０ｃｍ）で設置、使
用されており、使用者から見て右側が廊下、左
側が土間であった。○使用者は、当該製品の天
板上に立ち、左手に持った雑巾で、使用者から
見て右上部に取り付けられていた壁収納ボック
ス扉の清掃を行っており、使用者は右側へ、当
該製品は左側へ転倒した。○同等品には、天板
部分で横方向に３～４ｃｍ幅のぐらつきが認め
られたものの、ぐらつきに関する基準等はなく
、転倒との関係性は確認できなかった。●当該
製品は、使用者が使用中にバランスを崩して転
倒した可能性が考えられるものの、詳細な使用
状況が不明なため、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/12)踏み台（木製）

コーナン商事（株）

ＫＸＴ－０１－４４３

( 重傷 )

A201500680

2015-2335

2015/10/25

(事故発生地)

兵庫県

　当該製品を使用中、転落し、手首を負
傷した。

　調査の結果、○使用者が、当該製品から降り
ようとして当該製品の端に立った時、立った側
の脚（止め金具の無い側）が外側に広がり落下
した。○当該製品の広がった昇降面は、天板に
対して左に４ｍｍずれていた。○同等品を用い
、被験者（体重６５ｋｇ）が天板に立ち、左右
に体重移動を行ったところ、きしむ感じはある
ものの当該製品のような変形に至ることはなか
った。○砂袋を用いた再現試験では、衝撃荷重
はやや過大であったが、回転金具の変形状態や
天板端部の脚部端部が接触した凹みの状態は当
該製品に似ていた。○再現試験では、当該製品
で生じていた、衝撃を受けた側の天板と昇降面
との横ズレや脚部の変形は生じなかった。●当
該製品は、静荷重試験や被験者による試験にお
いて問題は認められなかったが、事故発生時以
前に、外力により脚部の変形を伴う天板と昇降
面の横ズレが生じていたと考えられ、その状態
で使用したことで、荷重がＬ字部で支えきれず
、回転金具が変形し、天板が下がり、使用者が
バランスを崩し落下したものと推定されるが、
天板と昇降面の横ズレが生じた状況が不明であ
るため原因の特定には至らなかった。　なお、
当該製品は、天板に４０００Ｎの荷重試験、踏
ざんに２０００Ｎの荷重試験にそれぞれに合格
している。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/20)踏み台（アルミニウム合
金製）

野澤産業（株）

ＷＰ

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0067

A201500704

2015-2388

2015/11/30

(事故発生地)

新潟県

　当該製品（上げ下げ窓）を開閉してい
たところ、下窓が落下し、右手指を負傷
した。

　調査の結果、○当該製品は、上下２枚のガラ
ス障子で構成されており、上下して開閉する下
窓は、左右の枠に各２本あるコイルばねによっ
て任意の位置で保持される構造であった。○当
該製品のコイルばねは、下窓との連結部品から
４本全てが脱離しており、うち２本（左右各１
本）は、連結部品付近で屈曲していた。○当該
製品のコイルばね４本全てに、亀裂、破断、腐
食等の異常は認められず、トルクにも異常は認
められなかった。○当該製品の連結部品には、
一定程度のホコリが堆積していたものの、変形
、破損等の異常は認められなかった。●当該製
品は、４本全てのコイルばねが連結部品から脱
離したため、開けた位置で下窓が保持できず落
下したものと考えられるが、コイルばねの屈曲
と脱離の因果関係や、開閉時に過度の負荷が生
じていなかったか等の詳細な使用状況は不明で
あり、製品起因か否かを含め、事故原因の特定
には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/01/26)窓

新日軽（株）（現　（株）
ＬＩＸＩＬ）

ＣＣＡＰ０７１２

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0068

A201500836

2015-2757

2015/12/06

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を左手で開けたところ、サッ
シに置いていた右手指を挟み、負傷した
。

　調査の結果、○当該製品への改修工事が完了
した４日後、使用者が当該製品の固定障子の縦
桟を右手でつかんだ状態で左側の可動障子を開
いたところ、固定障子と可動障子の縦桟の間に
右手指を挟み、負傷した。○当該製品の可動障
子の開閉動作に、引っ掛かり、滑りすぎる等の
異常は認められなかった。○事故発生時、使用
者がどの程度の力や速さで可動障子を開けたか
等の詳細な使用状況は不明であった。○当該製
品は、可動障子を全開にすると、可動障子の引
き手部分を残し、可動障子と固定障子の縦桟同
士が重なり合う構造であったが、指挟み防止ス
トッパーは付いていなかった。○改修工事前に
事業者から施主（管理組合）に対して、オプシ
ョン品である指挟みストッパーの紹介又は導入
提案は行われていなかった。○当該製品の可動
障子の窓ガラスから縦桟表面までの深さは９ｍ
ｍであった。○当該製品の取扱説明書には、「
開閉操作は引き手部に手を掛けてゆっくり行う
。急激な操作は思わぬ事故やケガにつながる。
」旨、警告表記されていたが、窓の開閉部分に
おける身体部位の挟み込みに関する明示的な警
告表記がなく、指挟みストッパーの必要性に関
する詳細な説明も記載されていなかった。●当
概製品は、本体及び取扱説明書に開閉部分にお
ける身体部位の挟み込みに関する明示的な警告
表記がなかったこと、また、指挟みストッパー
の必要性に関する詳細な記載がなかったことか
ら、可動障子と固定障子の縦桟の間に指を挟み
込んだ可能性が考えられるが、事故発生時の詳
細な使用状況が不明のため、製品起因か否かを
含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/03/10)窓

（株）ＬＩＸＩＬ

両袖片引き窓

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0069

A201600034

2016-0137

2016/04/14

(事故発生地)

埼玉県

　学校で当該製品を折り畳んだ状態で移
動中、当該製品が転倒し、天板が右足の
親指に当たり、負傷した。

　調査の結果、○使用者が学校で、当該製品の
天板を折り畳んだ状態で別の教室に運ぼうとし
ていたところ、当該製品の足下のキャスターが
教室入り口の引戸レールの段差に引っ掛かった
ことにより使用者がバランスを崩し、天板に体
重が掛かった状態で天板が畳まれた側に転倒し
た。○転倒の際に天板のロックが外れ、天板が
床と垂直になった状態で転倒し、天板の縁が使
用者の右足に衝突したため、右足の親指を骨折
した。○当該製品は、折り畳んだ天板が動かな
いようにロックするためのパーツであるラッチ
プレートが変形していたことで、ロック機構に
動作不良が起きていたが、使用者はこれを認識
しながらも使用を続けていた。○平たんな床で
、天板を折り畳んだ状態の同等品を転倒させた
ところ、転倒の衝撃でラッチプレートに破損、
変形が生じたが、ロック機構の動作不良は起き
なかった。○転倒の際、天板の上端が段差や壁
等の障害物に衝突した可能性を考慮し、天板の
上端部に木材を貼り付けて転倒させたところ、
ラッチプレートの破損、変形が大きくなり、当
該製品と同様のロック機構の動作不良が発生し
た。○回収した同型式品１１台中２台に当該製
品と同様のロック機構の動作不良が、残り９台
にラッチプレートの変形が認められた。●当該
製品は、事故以前の転倒で天板のロック機構に
動作不良が発生しており、使用者が当該製品を
運ぶ際に、バランスを崩して天板に体重が掛か
り、天板のロックが外れ、事故に至ったものと
推定されるが、ロック機構内のラッチプレート
の変形に至った詳細な状況が不明のため、製品
起因か否かを含め、事故原因の特定には至らな
かった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/04/19)折りたたみテーブル

（株）内田洋行

ＳＥ－１８４５Ｍ

( 重傷 )

A201600685

2016-2228

2017/02/08

(事故発生地)

岐阜県

　当該製品に座って身体を洗っていたと
ころ、転落し、肩を負傷した。

　身体に石けんが付いた状態で当該製品を使用
した際に座面に腰掛けようとして座面から落下
し、負傷したものと推定される。　なお、当該
製品の取扱説明書には、「ぬれても滑りにくい
」旨の表示が記載されており、石けん水を塗布
した状態での試験結果によれば特段滑りにくい
との結果ではなかったことを踏まえると、「ぬ
れても滑りにくい」という表示が事故に影響を
与えた可能性があるものと考えられる。

　再発防止策として、（株）リッチェルは
、取扱説明書から「ぬれても滑りにくい」
という表示を削除し、座面の裏側の刻印に
「座面に石けんが付くと滑りやすくなるの
で注意する。」旨を追加する等、今後実施
する予定である。

(受付:2017/02/16)椅子（入浴用）

（株）リッチェル

ワイドスツール４０

( 重傷 )



　製品区分：　04.家具・住宅用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0070

A201600691

2016-2224

2017/01/20

(事故発生地)

東京都

　当該製品の扉を開いたところ、右扉の
木枠からガラスが外れ、右足指を負傷し
た。

　当該製品は、製造時において、扉木枠とガラ
ス間の接着剤の塗布量及び塗布面積が不足して
いたことにより、十分な固定力がなかったため
、使用時に扉木枠からガラスが外れ、落下した
ものと推定される。

　再発防止策として（株）ニトリでは、平
成２９年６月９日から、対象製品の扉の無
償交換を行っている。

(受付:2017/02/17)収納家具（レンジ台）

（株）ニトリ

ＬＴ　ＲＥ１８６０　ＷＨ

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0071

A201500541

2015-1958

2015/10/23

(事故発生地)

東京都

　当該製品で走行中、転倒し、右手指を
負傷した。

　調査の結果、○使用者によれば、舗装された
車道を直進していたところ、突然体が前方に投
げ出された。事故発生時の詳細な状況は覚えて
いないとの説明内容であった。○前輪が大きく
歪曲しており、スポーク３本が湾曲していたが
、スポークの破断及び明瞭な打痕は認められな
かった。○タイヤが、前ホークの内面及びブレ
ーキシューに接触して回転しない状況であった
が、明瞭な擦過痕は認められなかった。○前輪
のリム接合部右面は引張変形により５ｍｍ開い
て接合用ピンが露出しており、左面は圧縮変形
していることが認められた。○前輪リム及びリ
ム接合用ピンの硬さ並びにリムの寸法に異常は
認められなかった。○前輪の抜き取り検査（１
／１００本）において、当該製品の製造ロット
における検査記録に異常は認められなかった。
○当該製品の前輪は大きく歪曲していたため、
横及び縦静的強度を確認することはできなかっ
た。○使用者によれば、事故発生以前に当該製
品を乗車している際に転倒したことはなく、駐
輪中に第３者により倒された認識もないとの説
明内容であった。○同等品において、前輪の縦
及び横静的強度並びに完成車の構造に異常は認
められなかった。●当該製品は、走行中に前輪
が大きく歪曲したことによりバランスを崩した
使用者が転倒して事故に至った可能性が考えら
れるが、事故発生以前の前輪の状態及び事故発
生時の詳細な状況が不明であるため、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。　なお、当該製品にはＴＳマークが貼付さ
れており、購入日に販売店で自転車安全整備士
による点検整備を受けていた。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/12/03)自転車

（株）あさひ

なし

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0072

A201500594

2015-2150

2015/10/12

(事故発生地)

愛知県

　当該製品で走行中、当該製品のハンド
ルが外れ、転倒し、負傷した。

　調査の結果、○当該製品は、約１か月前に購
入した直後からハンドルにがたつきがあり、約
半月後にハンドル角度調節部の軸固定ねじが外
れてなくなり、走行中に軸が飛び出てくる状態
であったが、使用者は、軸を押し込みながら継
続使用していた。○当該製品は、ハンドルがハ
ンドルステムの角度調節部で外れていたが、本
体フレームに、亀裂や変形などの異常は認めら
れなかった。○ハンドルは、角度調節部の軸及
び軸固定ねじがなくなっていたが、亀裂や変形
は認められなかった。●当該製品は、ハンドル
角度調節部の軸を固定するねじが緩んで外れた
ため、走行中に軸が抜けてハンドルが外れ、転
倒に至ったものと考えられるが、使用状況等の
詳細が不明であり、軸固定ねじが外れた原因の
特定には至らなかった。しかし、使用者が軸固
定ねじが外れ、軸が抜けかかるのを直しながら
継続使用したことも、事故発生に影響したもの
と考えられる。　なお、取扱説明書には、「異
常（変形、ひび割れ、ねじの緩みなど）を確認
したら乗らない。」旨、記載されている。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/12/21)自転車

（株）カインズ

７００ＣクロスバイクＣＡ
ＮＡＬＥＦサスＧ７　ＩＶ

( 重傷 )

A201500620

2015-2229

2015/12/22

(事故発生地)

奈良県

　当該製品で走行中、転倒し、脚を負傷
した。

　調査の結果、○当該製品は、過去に走行中に
動力が伝わらず、ペダルが空回りするような状
況が希に発生していたが、事故発生時の状況は
不明である。○当該製品の外観は、各部に擦り
傷はあるが、フレームに変形や破損等の異常は
認められなかった。○アシスト機能を作動させ
て走行試験を実施したところ、発進時に後輪モ
ーターユニットから異音が発生すると共に、ア
シスト駆動が断続的に繋がる現象が発生したが
、速度が上がるとアシスト駆動の断続は発生せ
ず、異音も発生しなかった。○後輪モーターユ
ニットは、内部のクラッチとそれに接するギヤ
に摩耗が認められた。○その他のアシスト機能
部品に異常は認められなかった。●当該製品は
、長期使用（約１４年）により後輪モーターユ
ニットの内部部品が摩耗し、アシスト駆動が断
続的に繋がる現象が生じていたが、アシスト駆
動の断続は発進時しか確認できず、事故発生時
の詳細な使用状況も不明なことから、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/12/28)電動アシスト自転車

ヤマハ発動機（株）

ＰＪ２４

( 重傷 )



　製品区分：　05.乗物・乗物用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0073

A201600165

2016-0717

2016/06/22

(事故発生地)

宮崎県

　施設で使用者（９０歳代）が当該製品
から立ち上がり、その後、座ろうとした
ところ、転倒し、負傷した。

　当該製品は自動ブレーキのセンサーアームの
固定ボルトの締付けが強すぎたため、左右のブ
レーキの制動及び解除動作にばらつきが生じて
事故に至ったものと推定されるが、輸入事業者
からレンタル事業者にメンテナンスマニュアル
が配布されず、また、センサーアームのメンテ
ナンス実施者について取り決められていなかっ
たことも事故発生に影響したものと推定される
。

　輸入事業者である（株）ミキでは、再発
防止策として、平成２８年８月より、同社
ウェブページでの注意喚起、該当箇所のボ
ルトの締込みに関するメンテナンスマニュ
アルの更新配布した。また、今後、ボルト
部に「調整しない」旨のシールの貼付及び
ボルト部の締込みすぎが発生しないように
構造的な改造を行うことを予定している。

(受付:2016/07/04)車いす

（株）ミキ

ＳＫＴ－４００Ｂ

( 重傷 )

A201600490

2016-1725

2016/11/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品で走行中、前輪がロックして
転倒、頭部を負傷した。

　当該製品は、底ステーが購入時に仮止めの状
態で取り付けられており、取扱説明書に付属の
カゴを使用しない場合は、取り外す旨の記載が
なかったため、使用者はカゴを使用しないにも
関わらず、底ステーを付けたまま使用したこと
により、底ステーが走行中に倒れ、前輪がロッ
クしたものと推定される。

　輸入事業者である（株）オオトモでは、
再発防止策として、平成２９年２月より、
取扱説明書に「カゴを使用しない時は、底
ステーを取り付けない、または、取り外す
。」旨記載され、また、底ステーは始めか
ら取り外される仕様に変更した。

(受付:2016/11/30)自転車

（株）オオトモ

ＣＣＲ－２６６Ｒ

( 重傷 )

A201600588

2016-1949

2016/12/28

(事故発生地)

埼玉県

　当該製品からバッテリーを取り外して
充電中、当該製品のバッテリー及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　当該製品は、リチウムイオン電池セルが内部
短絡したため、異常発熱して出火したものと推
定されるが、焼損が著しいことから、電池セル
が内部短絡した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/01/13)電動アシスト自転車

（株）カイホウジャパン

ＡＬ－ＦＤＢ２０７Ｅ

( 火災 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0074

A201500321

2015-1062

2015/08/16

(事故発生地)

香川県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品を使用後、引き続き
使用するために充電していたところ、当該製品
が出火した。○当該製品の焼損は著しく、リー
ド線及び樹脂製の部品が焼失し負極の電極板の
み残存していた。○当該製品を充電していた充
電器の焼損は著しく、充電状況等は確認できな
かった。●当該製品の焼損は著しく、事故発生
以前の詳細な使用状況及び事故発生時の充電状
況が不明であるため、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/08/18)バッテリー（リチウムポ
リマー、模型用）

（有）エアクラフト

ＨＰ－ＬＧ３３５－
３３００－３Ｓ

( 火災 )

A201500521

2015-1894

2015/10/03

(事故発生地)

石川県

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○当該製品は、リチウムポリマ
ー電池セル２本を直列に接続したものであった
。○当該製品の焼損は著しく、異常の有無は確
認できなかった。○当該製品のバランス充電ケ
ーブルコネクターが焼損していたが、充電器の
バランス充電コネクターに焼損は認められなか
った。○事故当時、当該製品の電圧は確認され
ておらず、バランス充電を行っていなかった。
○事故発生時、充電器の設定は当該製品の充電
に適したものであったが、充電器の出力異常の
有無は確認できなかった。●当該製品を充電す
る際、バランス充電を行わなかったことにより
、電池セルが過充電になった又は過放電状態の
電池セルを充電したために火災に至った可能性
が考えられるが、当該製品の焼損が著しいため
、製品起因か否かを含め、事故原因の特定には
至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/11/24)バッテリー（リチウムポ
リマー、模型用）

（株）ヨコモ

ＹＢ－Ｌ４００

( 火災 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0075

A201600163

2016-0723

2016/06/11

(事故発生地)

秋田県

　当該製品を充電中、建物を全焼する火
災が発生し、１名が軽傷を負った。

　調査の結果、○使用者は当該製品を含め、同
型のバッテリー２個をラジコンヘリコプターで
使用後、安定化電源及び充電器を用いて充電し
ていた。○充電開始から１時間後、充電中のバ
ッテリーから炎が吹き出しているのを家族が発
見した。○当該製品は著しく焼損しており、大
部分は確認できなかった。また、当該製品と同
時に充電されていたバッテリーは、リチウムポ
リマー電池セルが膨張しているものの、出火の
痕跡は認められなかった。○当該製品の接続状
況及び充電方法は確認できなかった。○安定化
電源及び充電器は、外郭が著しく焼損しており
、型式、事業者名等は確認できなかった。●当
該製品のリチウムポリマー電池セルから出火し
たものと推定されるが、焼損が著しく、事故発
生以前の詳細な使用状況及び事故発生時の充電
状況が不明のため、製品起因か否かを含め、事
故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/04)バッテリー（リチウムポ
リマー、模型用）

（有）ボーダック

Ｌｉｇｈｔ　Ｗｅｉｇｈｔ
（ＬＷ）

( 火災 )

A201600213

2016-0845

2016/06/30

(事故発生地)

栃木県

　当該製品に延長コードを接続していた
ところ、当該製品及び周辺を焼損する火
災が発生した。

　調査の結果、○当該製品はケーブル一体型の
充電器であり、コネクター部が焼損していた。
○事故発生当時、コネクターに携帯電話機（ス
マートフォン）は接続されていなかった。○コ
ネクター部の樹脂製カバーが溶融し、内側が炭
化していた。また、ケーブルとコネクターとの
接続部の銅箔パターンがはく離していた。○コ
ネクターの先端に異物の付着は認められなかっ
た。○充電器本体の出力に異常は認められなか
った。●当該製品のコネクター部が異常発熱し
焼損したものと推定されるが、詳細な使用状況
が不明であり、コネクター部の詳細な確認がで
きなかったことから、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/07/21)充電器（スマートフォン
用）

（株）カシムラ

ＫＬ－１４

( 火災 )



　製品区分：　06.身のまわり品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0076

A201600364

2016-1374

2016/08/16

(事故発生地)

東京都

　当該製品を充電中、当該製品及び周辺
を焼損する火災が発生した。

　調査の結果、○使用者は、模型（ドローン）
をフライト中に墜落させたことがあったが、バ
ッテリーを２個所有しており、墜落時に模型に
接続していたバッテリーが当該製品であるかは
不明であった。○当該製品の焼損は著しく、内
部のリチウムポリマー電池セル４セルの電極板
は、ほとんどが焼損して炭化していた。○制御
基板に出火の痕跡は認められなかったが、接続
基板は確認できなかった。○当該製品を充電し
ていた充電器に異常は認められなかった。●当
該製品は、リチウムポリマー電池セルの内部短
絡により出火したものと推定されるが、焼損が
著しく、事故発生以前の詳細な使用状況が不明
なことから、製品起因か否かを含め、事故原因
の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/10/11)バッテリー（リチウムポ
リマー、模型用）

（株）セキド

ＰＨ３－４４８０ｍＡｈ－
１５．２ｖ

( 火災 )

A201600693

2016-2226

2017/02/05

(事故発生地)

静岡県

　当該製品を充電中、当該製品を焼損す
る火災が発生した。

　当該製品は、内部の電極板が短絡したため、
異常発熱して出火したものと推定されるが、電
極板や保護回路基板の焼損が著しく、内部短絡
した原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2017/02/17)バッテリー（リチウムイ
オン）

辻村商店

ＴｒｕｓｔＦｉｒｅ
　２６６５０

( 火災 )



　製品区分：　07.保健衛生用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0077

A201500351

2015-1187

2014/08/00

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用していたところ、耳に
皮膚障害を負った。

　調査の結果、○使用者は、当該製品の先セル
部及びその抽出物でのパッチテストで陽性反応
を示した。○当該製品の先セル部からの抽出物
を分析、定性できた各物質（フタル酸ジエチル
、フタル酸ジブチル、９物質） を用いたパッ
チテストは、全て陰性であった。●当該製品と
の接触により、アレルギー性接触皮膚炎を発症
したものと考えられるが、原因物質及びその混
入履歴は不明であり、製品起因か否かを含め、
事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/08/27)眼鏡フレーム

（株）シャルマン

ＯＲ２１２８０

( 重傷 )

A201500352

2015-1188

2013/07/00

(事故発生地)

新潟県

　当該製品を使用していたところ、耳に
皮膚障害を負った。

　調査の結果、○使用者は、当該製品の先セル
部でのパッチテストで陽性反応を示した。○当
該製品の先セル部から抽出された物質には、製
造工程での使用が確認できない物質があった。
○当該製品の先セル部からの抽出物等を用いた
パッチテストは、実施できなかった。●当該製
品との接触により、アレルギー性接触皮膚炎を
発症したものと考えられるが、先セル部から抽
出した物質のパッチテストは実施できず、原因
物質及びその混入経緯は不明のため、製品起因
か否かを含め、事故原因の特定には至らなかっ
た。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/08/27)眼鏡フレーム

（株）シャルマン

ＴＰ２３６４４

( 重傷 )



　製品区分：　08.レジャー用品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0078

A201500856

2015-2791

2015/10/00

(事故発生地)

大分県

　当該製品を使用していたところ、まぶ
たに皮膚障害を負った。

　調査の結果、○当該製品は水泳で使用されて
おり、成形クッション部分が目に接触するまぶ
たに皮膚障害が発生していた。○使用者には食
物アレルギーがある。○当該製品の成形クッシ
ョン部分からの抽出物質によるパッチテストを
実施した結果、陰性であった。○これまで、同
型式の同種事故は報告されていない。●当該製
品の成形クッション部分との接触によりアレル
ギー性接触皮膚炎を発症したものと考えられる
が、成形クッション部分からの抽出物質よるパ
ッチテストの結果は陰性であり、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定はできなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/03/16)ゴーグル（水泳用）

山本光学（株）

ＳＪ－７

( 重傷 )

A201600124

2016-0476

2016/05/31

(事故発生地)

宮城県

　小学生が当該製品を使用中、当該製品
が破裂し、負傷した。

　調査の結果、○使用者２名が当該製品に空気
を補充後、キャッチボールをしていた。○女児
が当該製品を受ける際に破裂し、負傷した。○
当該製品の外郭及び内ゴムに鋭利な刃物等で傷
つけられた痕跡は認められなかった。○内ゴム
の厚さは平均１．２６ｍｍであり、著しい厚み
むらは認められなかった。○破断面の大部分は
溶着部に沿って破断しており、溶着部の破面に
溶け込み不足が認められた。○当該製品の内ゴ
ムを用いて引張強度を測定したところ、８０．
９Ｎ（新品：８９．０Ｎ）であり、著しい劣化
は認められなかった。○同等品を用いて破裂試
験を行ったところ、内ゴムの破断は溶着部と異
なる部位で生じていた。また、内ゴムの溶着部
に溶け込み不足は認められなかった。●当該製
品に空気を補充した際、内ゴムの溶着部に応力
が加わり、使用時の衝撃により破裂したものと
推定されるが、破裂の原因が溶着部の溶け込み
不足によるものか、空気の入れすぎによるもの
か不明であり、製品起因か否かを含め、事故原
因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2016/06/14)ボール（サッカー用）

クロステックスポーツ（株
）

７８１Ｇ４ＺＫ００１ＹＥ
Ｌ

( 重傷 )



　製品区分：　010.繊維製品

経済産業省及び
消費者庁管理番号

NITE管理番号
事故発生年月日

品 名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置
経 済 産 業 省 又 は
消 費 者 庁
受 付 年 月 日

No. 0079

A201500435

2015-1611

2015/01/00

(事故発生地)

神奈川県

　当該製品を着用したところ、皮膚炎を
発症した。

　調査の結果、○使用者が皮膚炎を発症した部
位は、当該製品の胸部パッドの当たる位置のみ
であった。○使用者へ当該製品のパッチテスト
を行った結果、パッド部分の中材で陽性反応を
示した。○使用者へ当該製品から検出された成
分を用い、パッチテストを行ったが、明確な陽
性反応を示す成分はなかった。○同等品から検
出された成分を用い、使用者へのパッチテスト
を行ったが、明確な陽性を示さなかった。○同
種事故の情報はない。●使用者は、当該製品に
よるパッチテストで陽性反応を示したことから
、当該製品に含まれる成分により皮膚炎を発症
した可能性が考えられるが、成分パッチテスト
で明確な陽性反応を示す成分がなく、原因物質
の特定ができなかったことから、製品起因か否
かを含め、事故原因の特定には至らなかった。

　引き続き同様の事故発生について注視し
ていくとともに、必要に応じて対応を行う
こととする。

(受付:2015/10/13)衣類（下着、女性用）

（株）良品計画

Ｈ４ＳＤ４０１

( 重傷 )


